
 
 

 

 
 

【講演記録／全国大学史資料協議会・全国研究会】 
 

旧制大学として創立した愛知大学の創成期 
――新制大学への移行期も顧みて―― 

 
愛知大学豊橋研究支援課長 田辺 勝巳 

（2017 年 10 月 12 日、愛知大学記念会館） 
 
 
１． はじめに 

「愛知大学東亜同文書院大学記念センター

は、大学ブランド戦略のために外部資金の獲

得を目指してほしい」という佐藤元彦前学長

からの指令をうけ、文部科学省の競争的外部

資金に申請をし、採択をいただき、研究推進

とその公開をしながら現状のセンターへと発

展してきました。 
文部省オープン・リサーチセンター事業で

は藤田佳久名誉教授（当時東亜同文書院大学

記念センター長）が尽力なされ、それによる

研究をしつつ、大学の研究成果の公開が 5年

間続きました。その後 1年お休みをいただい

て文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支

援事業の申請を、藤田名誉教授を中心に馬場

毅前センター長とともに私も研究支援課長と

して一緒にやらせていただき、採択後の 5年

間、計 10 年間の研究と公開事業の継続によ

り、今に至っています。その一環が今回皆さ

んに見ていただいた大学記念館でございます。

加えて、大学創立70周年事業の寄付により、

大学記念館の外装工事と展示エリアの改装が

でき、築 108年の大学記念館をさらにリニュ

ーアルすることができました。 
今回、報告のオファーをいただきましたが、

私は研究者ではなく、先生方の研究を横目で

見ながら事業展開をコーディネイトしている

身です。本学の歴史をどういうふうに広めて

いくか、そしてどういうふうに継承していく

かを、ご紹介しながら、本学の新制大学への

移行期について報告してまいります。 
 

 
２． 愛知大学と東亜同文書院 

まず、愛知大学と東亜同文書院について、昨

日、藤田名誉教授から愛知大学記念館でのギ

ャラリートークで紹介をいただきました。受

付にて、皆さまにレジュメ以外に冊子『愛知

大学創成期への招待』をお渡ししました。そ

の中に挟み込みました「愛知大学と東亜同文

書院」という資料は、本日のレジュメと同じ

です。東亜同文書院に関しては藤田名誉教授

からも幾度かお話をしていただいております。 
ルーツということで東亜同文書院の資料か

ら紹介します。 
「東亜同文書院」は 1945(昭和 20 年)年、

敗戦とともに上海での 45 年間の幕を閉

じました。卒業生約 5,000 名を輩出し、

活躍は多方面にわたります。なお、多く

の入学生は府県費生（給付奨学生）とし

て入学、書院の経営は東亜同文会が担い

ました。のちに、書院の卒業生も同会で

活躍しています。 

敗戦のときの最後の学長本間喜一先生の指

示で上海から日本に帰ってくるときに、

5,000 名の『学籍簿』『成績簿』等が、将来卒

業生のためにとても役立つということで、皆

で手分けして持ち帰られたそうです。それが

今愛知大学にすべて残っています。そうなる

とルーツは東亜同文書院ではないか、かつ東

亜同文書院大学の最後の学長本間先生が、愛

知大学の実質的な創設者であり、第 2 代目、

4 代目の学長になられた、というのがルーツ

に係る流れになります。今回の開催にむけて、

205

同文書院記念報　Vol. 26（2018.03.31）



 

大学記念館の改修とともに展示をリニューア

ルしました。 
それではまず、『創成期への招待』をもとに

紹介をさせていただきます。8 ページに「学

園設立の胎動」と題してまとめられています。

この『創成期への招待』の大元である、愛知

大学の『10年の歩み』をもう一度皆さんに公

開すべきではないかと思いまして、昨年、こ

の冊子を再編集しました。この『10年の歩み』

は、1946 年（昭和 21）に開学した愛知大学

の 10 年後の 1956 年（昭和 31 年）に出版さ

れています。 
大学史を見ていくと、50 年史、今年は 70年

とお話していますけれども、過去にも 20 年

史、10 年史などとあり、私は出版年の遅い『60
年小史』から遡って古いものを読んでいきま

した。そうしますと、過去の経過について、

どの冊子にも同じようなことが書かれていま

す。それも当然のことで、過去の出版物をみ

てリライトされているからです。『10 年の歩

み』を読んだとき、強い感銘をうけました。

これをあらためて公開すべきであろうと思い

ました。この『10年の歩み』を公開し、本学

の創設時を再確認してもらうことが将来にむ

けて大切な仕事ではないかと思ったものです。 
読み追っていったところ、8ページ最後に、 

大東亜戦争が竹槍式武装時代に入り、

戦局が末期的症状を呈するに至った

昭和 20 年の 2、３月頃、東支那海は軍

用船と雖も航行は殆んど不可能の状

態であった。従って昭和 21 年度入学の

同文書院大学の学生達も上海渡航は

不可能となった。 

とあります。このタイミングで上海の東亜同

文書院には入学できない状況になります。そ

こで、富山県の呉羽村にありました呉羽紡績

工場を借りて同文書院の分校をつくり、そこ

で勤労学徒として勉強していたことが記載さ

れています。そして、 
敗戦の翌日即ち 8 月 16 日、呉羽分校は

休校に決定、当時残留の学生は 100 名内

外であったが、一応帰郷せしめ、追って

何分の通知のあるまで待機させること

にした。9 月になるや復員学生等多数の

要望をも容れて、混乱の中にも10月早々

より再び工場内に於いて授業を開始し

た。 

とあります。上海の東亜同文書院へ送ること

ができない中、呉羽で勉強させたのは 7月開

校後の数ヶ月でした。そして終戦後の 10 月

以降は、同文書院の教員の帰還者 13 名も戻

り、学生は 240名を数え、本格的授業が再開

されました。このことは、戦後に呉羽で東亜

同文書院の延長上の学校が再度動き出した、

ということを意味します。 
 11月、東亜同文会会長であった近衛文麿公

の急変により、呉羽分校は同文会の指示もあ

って再び休校となります。その後、そこにあ

った呉羽分校長から何とかこの学校を継続で

きないか、そういう学校を作ろうじゃないか

という意向がだされたのです。藤田佳久名誉

教授にお話を伺いますと、ここが一番ドラマ

ティックであると言われます。戦争によりこ

ういう事態に陥ってしまったことからこそ、

戦後の日本の学校をどう作るのか、どういう

学校を作るのかを、呉羽で相当検討なされた

ようです。そのときの考えを元に 1946 年（昭

和 21 年）11 月に愛知大学の創立がかないま

す。しかし、ここに書いてあるように「近衛

家関係の学校であってはならない」という

GHQ の強い圧力があり、なかなか学校は作

りづらかったようです。本間先生は、東亜同

文会が潰されてしまったけれども、何とか作

る方法を検討してほしいと、いろいろなとこ

ろにあたり、最終判断として、「自分たちだけ

で大学を作りあげるのであれば許可してもら

える」という判断の下、全国のなかで、旧制

大学としては 6大都市以外で初めて、この地

豊橋を選ばれました。 
 
３． 旧制愛知大学の設立申請 

 大学創立にあたる当時の許可申請者は、大
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学アーカイブズとして大きなアピールポイン

トではないかと思います。本学の歴史を伝え

るにあたって、1 枚ペラのチラシの片面に「東

亜同文書院大学」について、もう片面を「愛

知大学」の創成期についてまとめ、多くの方

にお渡ししております。お手元の資料の「愛

知大学」面の真ん中より下あたりをご覧くだ

さい。一番右側が、1946 年（昭和 21年）「田

中耕太郎文部大臣が吉田茂内閣総理大臣へ愛

知大学設立の件」について仰いだという書面

です。文部大臣がまず内閣総理大臣に依頼し

ます。そして次の書面ですが、翌 11月 14日

に「吉田首相が田中大臣の上奏に基づいて昭

和天皇に上裁を願いたい」と書かれています。

左側には、その上裁を経たのちに、「愛知大学

を大学令によって設立する件は上奏どおり裁

可を経た、と提案を書きたい」と書かれてい

ます。次の書面には、吉田茂総理のサインが

ありまして、もしこれがうまくいけばこうい

う案を出しますよというところまで書かれて

います。そして、次の書面に「設立許可が下

りたと内閣総理大臣吉田茂によってこれ仰ぐ」

と書かれており、右上には四角の印鑑があり

ます。これが「昭和天皇の押印で認めた」と

いうことを表しており、最後の書面に、「大臣

から大学サイドに許可を認める」という記載

があります。このようなながれで旧制大学の

認可がなされていたことがわかります。実は

私、吉田茂の名前を発表することが大学アー

カイブズとしては一番のインパクトであろう

と思っておりました。それに対しいろいろな

方々に「右上の天皇の印鑑が一番大事で、旧

制大学の許認可しかそういうものはなかった

はずだ」と言われ、旧制大学と天皇によるお

認めがいかに大切かを教えられた思い出があ

ります。 
 そして年表資料は、愛知大学創立 70 年の

歴史をまとめたものです。続いて、『愛知大学

―二十年の歩み』という、大学創立 20年後に

出版された書籍があります。今回、新制大学

についての報告でありますから、本学におけ

る記載のある資料がないかと苦慮しておりま

したところ、『愛知大学―二十年の歩み』に詳

細な記載がありました。今から 50 年前の冊

子ですが、凄く分かりやすく記録されており

ます。本日の資料、6ページから 18ページを

参考にしていただけたら幸いです。 
 
４． 新制大学へ 

 愛知大学は、1949 年（昭和 24 年）1月 21
日付で新制大学の正式な認可がされました。 

【資料 PPT/P6】に次のように記載があります。 

学校教育法の施行により本学は 24年 2

月 21 日付けで新制大学設立が正式に認

可された。従って旧制大学は自然廃止と

なるのであるが、現在在学中の旧制大学

学生の卒業までは旧制新制大学が並行

することとなった。すなわち 24 年 3 月

予科 3年へ進級したものが、残った予科

の1年間と旧制学部の3か年を終り卒業

した昭和 28 年を以て旧制大学は自然廃

止されたのであり、新制大学は27年 4月

を以て完成したのである。この 4か年は

新旧両大学が併存していたのである。 
そして、新制大学当初より設置された学部、

法経学部は昭和の最後まで続きます。私も法

経学部経済学科出身です。法学部、経済学部

が主流になっている昭和後半で、学部名がど

うして法経学部かと思っていたものです。愛

知大学は新制大学移行期から法経学部法学科、

経済学科が設置されていたのです。それに文

学部社会学科が新しく設けられ 2学部制にな

りました。 
 【資料 PPT/P7】には、学部状況が書かれて

いますけれども、学部以外にも研究所が作ら

れています。私の所属は研究支援課ですので、

研究所も業務管轄になります。国際問題研究

所は、書院の関係もあり、その延長で中国が

中心となりますが、総合・貿易・アメリカ・

中国・ソ連・朝鮮の 6研究部門が書かれてい

ます。幅広い分野の研究所が設置されていた

ことは特徴的だと思います。 
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 それから、経営研究所では中小企業、農工

業等の研究を行なうと書かれており、実際の

指導もありましたので、実学的なことも考え

ていたと見えます。 
 そしてもう 1つ新聞学研究があります。一

般新聞に関することから大学新聞の発行に至

ると書かれています。今回、新制大学に関す

る内容をどこから引っ張り出そうかと先ほど

お話しましたけれども、もう 1点いいものが

ありました。以前から気になっていましたが、

『愛知大学新聞』がありまして、先ほどの『創

成期への招待』の最初のページに『愛知大学

新聞』の創刊号を掲載しておきました。1948
年（昭和 23年）9月 15日ですが、青い冊子

の最初のページに「新制大学の構想なる」と

まさにこの新聞ができた年となります。新制

大学と新聞研究会とがつながっていると思え

ることも特徴的なところです。詳しくは後ほ

どお話いたします。 
 【資料 PPT/P8】には、学部及び学科別学科

目概要、履修方法及び学士号授与概要等の記

載があります。一般教養科目、専門科目、こ

れは他大学と同じかと思いますが、特にこの

ときから体育の科目が入っています。私は教

務課経験がありますが当時から、体育科目が

どうしてカリキュラムにあるのかなと思った

ものです。この当初から授業科目として大事

な要素であったと言えます。 
私どもの大学では「学長・理事長」と言い

ますが、職員組織概要には「総長」と書いて

あります。林毅陸初代学長が元慶應義塾の塾

長であったことや、本間先生の経歴等々があ

ってこの当時は「学長」という名称ではなく、

あえて「総長」としたのかなと、これは今後、

検討を要する研究項目かと思っております。 
 続いて、【資料 PPT/P9】には、学部及び学科

別学生定員、設置者の記載があります。理事

の中では、初代の林学長から創設者で第 2、4
代学長の本間先生、横田忍氏は豊橋市長で、

愛知大学設置に大歓迎され協力をしてくれま

した。神野太郎氏は、東三河エリアで今日の

サーラグループの神野家一族で、本学を凄く

サポートしてくれました。この方たちのご尽

力のおかげで今の愛知大学があるのです。顧

問もそうそうたる方々のお名前があり、本間

先生方のご尽力かと思います。 
 愛知大学はオーナーのいない大学だと言わ

れます。設立にむけて「学校作りをなんとか

やれるならばやってもいい」とのことで始ま

ったそうです。ですからお金が本当にありま

せんでした。どういうふうにお金を工面する

のかという予算面のことが【資料 PPT/P10】

に記載されています。 
本学経営のための収支不足金額は初年

度 600 万円、第 2 年度 530 万円、第 3 年

度 630 万円、完成年度 530 万円である。

それらの不足金額は財団から支弁する

が、財団の資金調達の方法は次の通りで

ある。 

1.旧制大学よりあげる収益 

2.講演会より得る維持員会費 

3.父兄会より得る維持費 

4.事業収入 

5.新聞協会寄附金 

6.豊橋市教育委託費 

他、従来の実績からして臨時的寄附金

収入が各年度相当の金額に上る。 
【資料 PPT/P11】には、当時の学生数等の

記載があります。旧制と新制とがちょうど絡

みながら、先ほど明治大学の阿部氏からも報

告がありましたように、本学にも短大部がで

きました。 
昭和22年9月には地元民の要望に応え

勤労青年のために門戸をひらき法政・経

済・文学別科（夜間 2 年制）を開設し、

附設高等科（夜間１年制）とともに 200

名が夜間学生として入学を許可されて

いた。かくて、昭和 24 年度においては、

旧制・新制・別科の三本柱となり、学生

総数は旧制新制大学および別科生合計

1,220 名に達した。昭和 27 年新制大学完

成年度には学生数 3,000 名、教員数 90 名、
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総数は旧制新制大学および別科生合計

1,220 名に達した。昭和 27 年新制大学完
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職員数 40 名が予想されるに至った。 

昭和 25 年には新学制にあわせて短期

大学部（夜間）を設立することとなり認

可を得、豊橋校舎（法経科、文科）名古

屋校舎（法経科）と両者同時に発足した。

短期大学の発足によって前記別科およ

び高等科は自然廃止された。 

本学は昭和 21 年 11 月 15 日旧制大学

として認可されたものであるが、もとよ

りなんら財政的基礎を持っては居らず、

この 5・6 年は特に苦難の道を乗りこえ

て来たのである。第三者からみれば、お

そらく危なっかしいものであったろう

が、当事者たちは創造の意気の軒昻（け

んこう）たるものがあり、人の和によっ

て支えられて来たのであった。 

昭和 27 年には新制大学が完成し、そ

の年には旧制大学最後の学年も併存し

ていた。この時に至っては、財政的な不

安定を除けば、本学教学の基礎は確乎と

して定まったのである。 

旧制・新制大学並びに短期大学部等の

学部構成と学生数とは、昭和 27 年 5 月 1

日現在、旧制大学（3 年制）学生 326 名、

新制大学（4 年制）学生 2,012 名、短期大

学部（夜間 2 年制）854 名、合計 3,192 名

と次に掲げる教授陣容をもった大学に

発展した。 

【資料 PPT/P15】には、新制と旧制との間

に相当大きな開きがあるという記載がありま

す。学校数が増えたこと、そしてレベルのこ

とが当然のごとく記載されています。学生に

対してそこのところをどう補っていくかがコ

メントされています。 
 新制と旧制との間に相当大きなひら

きがると見られるが、これは学制から来

ることで一体にどこにも見られること

であろうけれども、新制の学生たちが大

学生らしい大学生になるためには、さら

に一層の努力が必要であろう。教授の側

における研究が盛にすすめられるとと

もに、学生への熱心な研究指導がなされ、

一面これに呼応して学生の態度も主体

的となるとき、大学の全体を挙げて高い

学問的精神が支配する、かくしてアカデ

ミズムの殿堂は形成される。 

と、叱咤激励を含めて当時の現状が記載され

ています。 
 
５． 名古屋大学との合流問題 

 それからもう 1点、新制大学におけるとい

うところで、名古屋大学の堀田氏から報告が

ありましたけれども、愛知大学の新制大学に

関わる状況をいろいろ見ますと、名古屋大学

との合流問題がなかなか大きな問題であった

と言えます。 
「中部地区初の法文系の総合旧制大学」と

アピールする本学のキャッチコピーがありま

す。そうは言うものの、どちらかと言うと理

系のほうが先端を行く気がするものですから、

初の法文系と言ってもぴんとこないと私は学

生時代から感じていました。おそらく、今の

学生はもっと思っていることでしょう。しか

し歴史を垣間見てくると、専門性の専門学校

があったところからは「専門」があって、特

に専門的な中で言うと、「技術系」のものがあ

って、本学のように「法文系」とか、「政治・

経済系」とかということをやることがなかっ

た時代では、この文系の学校ができたという

のは自慢気にアピールできるのかと思います。 
中部地区といいますと名古屋大学が中心と

なりますが、愛知大学と比べどちらかという

と理系のほうからということかもしれません。

何故このような問題がでてきたのかというと、

『愛知大学―二十年の歩み』に名古屋大学と

の合流問題が【資料 PPT/P16】から書かれて

います。 
昭和 23 年 2 月 23 日の学部予科連合教

授会において小岩井教授は名古屋大学

との合流問題について次のような報告

を行った。 

名古屋大学との間に合流問題が度々伝
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えられたことがあった。ついては若し合

流の可能性があるとした場合には合流

に伴う条件等を確かめておく必要があ

り、また一方名大が総合大学として新発

足するに当って、本学の教授を個別的に

引抜くようなことがあっては本学とし

ても困ることであるからこれ等の点に

ついて森戸文相と個人的に話合ったこ

とがある。これに対し、名大田村総長は、

文相を介して愛大から合流の申込みを

受けたなどと言明したが、事実は本学か

ら正式に合流の申込みをしたようなこ

とは全然ない。また名大の教授中には愛

大との合流を希望している人が多く、或

る会合の席で自分にそれを言われたこ

とがあった。これに対して自分は、（1）

教職員の全員吸収（2）学生の全員吸収（3）

地元との了解、の 3 条件が充たされなけ

れば実現不可能と考え、その旨を答えた

ことがある。これ等の事情から一度名大

当局者の意向を打診しておく必要があ

ると考え、自分は全く個人の資格で田村

総長と会見した。田村氏はその際「自分

は文相に会見した時に合流問題につい

ては文相に一任すると答えた。然るに文

相からその後何等の話もない。故に貴方

から文相を動かして話をすすめてもら

いたい。その結果文相から話があればそ

の通り名大ではやり度いと思う」と答え

た。それで文相と会見したところ、文相

は「愛大にとっては合流も 1 つの方法で

あると思うから貴方と名大と話合って

その結果を持ってきてもらいたい、そう

すればそれによって希望通りにしたい

と思っている。」と答えた。 

とあります。三者の言い分が違うのは、現代

でもよくあることだと感じます。 

尚、名大の新年度予算は未だ決定して

居らず、一学年の分だけしか決まってい

ないということである、また文部省の移

行では名大と合流といった場合にも愛

大の学生だけを無試験で全員名大に入

学させると言うことは実現困難である。 

と、想定される内容が記載されています。詳

しくは【資料 PPT/P17】をご覧ください。 
この問題は一応打ち切りとなるものと

考えて東京から帰った次第である。帰学

後田村氏と会談したところ田村氏は大

変乗気であり具体的な話に入らんとし

た、併しこの問題については前述のよう

な難点が三つある。その中で地元との了

解の問題は何とか妥協の余地があるが、

他の二つについては非常に困難である

故にこれ以上の交渉は名大から正式に

申入れがあった場合に態度を決定すべ

きものと考え話を打切って帰って来た。

一方名大でも結局新年度の予算が通ら

なければ合流問題に対する構想が出来

ないものと想像する。 以上の説明に対

し合流問題について可否の意見の開陳

あり。先づ本学の財政の見通しにつき小

岩井教授より収支について説明があっ

た。 

次のパラグラフですけれども、名古屋大学

に戸沢、松坂、四方 3教授の関係の件につき、

7 月 30 日に教授会が開かれまして、その 23
年の 7 月 29 日、1 日前に中京新聞に名大法

経学部、教授の一部内定という見出しが出ま

した。 
ですからそのころ新制大学を作るにあたっ

て、いろんなことがあった経過の表れかと思

います。そこで愛大はどういうふうにしたの

かなと読み込んでいくと、気になる記載があ

ります。 
新聞紙上に発表された通り、名大が綜

合大学になるに付き法科に私と松坂氏、

経済に四方氏がゆき経済政策の担当と

言うように相当確かに発表されたが、委

員会の決定に基いてやるべきものが先

に紙上に発表されて迷惑している、7 月

21 日の会議では末だ教授となる約束は

なかった、故に保留してあった問題であ
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あると思うから貴方と名大と話合って

その結果を持ってきてもらいたい、そう

すればそれによって希望通りにしたい

と思っている。」と答えた。 

とあります。三者の言い分が違うのは、現代

でもよくあることだと感じます。 

尚、名大の新年度予算は未だ決定して
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あり。先づ本学の財政の見通しにつき小

岩井教授より収支について説明があっ

た。 

次のパラグラフですけれども、名古屋大学

に戸沢、松坂、四方 3教授の関係の件につき、

7 月 30 日に教授会が開かれまして、その 23
年の 7 月 29 日、1 日前に中京新聞に名大法

経学部、教授の一部内定という見出しが出ま

した。 
ですからそのころ新制大学を作るにあたっ

て、いろんなことがあった経過の表れかと思

います。そこで愛大はどういうふうにしたの

かなと読み込んでいくと、気になる記載があ

ります。 
新聞紙上に発表された通り、名大が綜

合大学になるに付き法科に私と松坂氏、

経済に四方氏がゆき経済政策の担当と

言うように相当確かに発表されたが、委

員会の決定に基いてやるべきものが先

に紙上に発表されて迷惑している、7 月

21 日の会議では末だ教授となる約束は

なかった、故に保留してあった問題であ

 
 

る、新制大学の専任教授の件もあり諸君

とはかって態度を決することになって

いた」と説明があった。之に対し、二、

三の質問が出されたが戸沢教授は合同

（名大と）の件も考えたがこれは不可能

だから、名大のことも考えて後に之を利

用（人事交流）して愛大の財政的に苦し

い点を少しでもカバアーできればよい

と考えているとの見解を示された。教授

会としては三氏の主体性をあくまで愛

大に置くことを要請した。 

と書かれていますが、結果的に前に進んで

しまいます。そのときの小岩井先生のコメ

ントが 

小岩井教授は三氏と名古屋大学との関

係について「三氏が名大に協力するとい

うことは、法文系では協力であると同時

に競争であると思う。正しい競争である

から、愛大の学術文化を向上し特色をつ

くりそしてこの地方文化を振興させた

いと考える、だから協力は同時に犠牲も

生ずるが大きい目から日本の学術振興

のために名大に行かれることもよいが、

愛大としては競争を以ってこのマイナ

スを補うべきである」と発言があった。 

と、前向きな大きな枠でとらえようというこ

とが書かれています。そして、最後のところ

です。 
愛知大学が新制大学に切替の場合専任

教授として関連があり名大の態度には

文書を以って遺憾の意を表するべきで

あるとの意見も出された。 

と書かれています。林毅陸愛知大学総長から、

田村春治名古屋大学総長に、抗議文がおくら

れた。その内容は、 
さて最近承知いたしましたところによ

れば、本大学教授戸沢井・松坂・四方三

氏先般貴大学教授として任官発令に相

成りました由、これはいかなる次第であ

りましょうか。新制大学にとって所謂専

任教授なるものが、その設立のみならず

維持運営のためいかに重要な意味をも

つかは御承知の通りでございます。従来

貴大学と本学との間の折衝の経過にか

んがみ、本学に御断りなく突如今回の御

計いをなされたのは本学として諒解に

苦しむところであります。失礼ではあり

ますがおたづね申上げ、卑見を啓発して

いただきたく考える次第であります。 
結果的には、抗議文の回答の返信をうけと

ることはなかったということです。そして先

生方は愛知大学の専任教授を辞し兼任教授と

なり、名古屋大学に移られたという経過です。

新制大学への移行期において、「色々なことが

ありながら時代は進んでいった」とあらため

て分かることです。 
 

６． 愛知大学新聞 

 【資料 PPT/P19～P34】に「愛知大学新聞」

の記事のなかで新制大学移行期の昭和 24 年

2 月 5日、3月 20 日の記事をピックアップし

て資料としております。愛知大学図書館のホ

ームページ左側の電子ブックの項目には全て

の「愛知大学新聞」がアーカイブして挙がっ

ています。その当時の色々な状況と共に、こ

の時期だからこそ、こういうことで済んだの

か、という記事がいくつもあります。一部を

紹介しますと、第 3代小岩井学長は、論説の

中で「新制大学に移行したからこそもあるけ

れど、本学ならではのことをこんな具合に進

めていきたい」、「これから先のために検討し

ていきたい」と熱い思いが書かれています。

資料をお読みくだされば幸いです。 
 
７． 中部日本新聞 

昭和 24年 3月 19日の中部日本新聞（1965
年、中日新聞に名称変更）に、「新制大学」に

関する記事を見つけました。【資料 PPT/P35～

P38】です。3 月 23 日と 4 月 20 日には、新

制大学に関する社説「大学法案をめぐる論議」、

「新しい大学の出発にあたって」があり、新

聞メディアによる見解が記載されています。
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大学はどうあるべきか、期待感は、という内

容で当時の現状を垣間見ることができます。

おわりに 

全国大学史資料協議会総会・全国研究会を

本学にて開催いただき、昨日、本日と愛知大

学発祥の地、豊橋を見ていただきました。 
私は研究をとおして大学史の継承をする

だけでなく、大学ブランドとして本学のこと

をアウトプットすることが大切であり、その

仕組みづくりの運営に尽力してまいりました。

「次の世代につなげていく、そして地域に広

めていく」、これらは私どもの大学の設立趣旨

でもあります。国際的教養と視野をもった人

材の養成と地域への貢献です。今回、本学卒

業生で、名誉博士である平松礼二先生に講演

をお願いしました。また、協議会総会・全国

研究会にあわせて「名誉博士・平松礼二特別

展」を開催日とし、特別展のギャラリートー

クをお願いしました。その記事が本日の中日

新聞に掲載されました。 
本学開催にて、皆さまに喜んでいただける

機会をつくれたのか不安でございます。大学

史事業に関しまして、これからも努力してま

いろうと思いますので、みなさまよろしくお

願いいたします。ご清聴ありがとうございま

した。 
 
注：2017 年度全国大学史資料協議会総会・全国研

究会が、2017年10月11日(水)～13日(金)、本学豊
橋校舎にて開催され、全国から120名が本学を訪れました。 
全国大学史資料協議会は、東日本部会、西日本支部

をあわせて加盟する機関が 110 に及び、創設後 29 年目
を数えます。毎年開催される総会・全国研究会は、過去
20回開催されており、開催校は広島、東北、大阪、明治、
同志社、國學院、琉球、慶應、京都、他の大学で本学で
の開催は初めてでした。 
全国大学史資料協議会の設立趣意には「大学の歴史

は個別大学史の枠にとどまるものではなく、他大学や社会と
の関連を視野に入れて編纂されるべきであり、大学に蓄積
された資料は、大学文書館や大学資料館といった常設機
関で整理・保存され、広く社会に公開・利用されるべきであ

ると考えます。この協議会は、研究会・講演会等の部会活
動を通じてこれらの問題に取り組んでいきます。」とあります。 

10 月 11 日の初日は、川井伸一理事長・学長のご挨
拶、総会が開催され、基調講演は、本学名誉博士で本学
卒業生である平松礼二氏が「国際教養としての日本美学」
と題して講演されました。その後、大学記念館にて平松名
誉博士による特別展のギャラリートーク、藤田名誉教授によ
る大学記念館常設展のリニューアル後初めてのギャラリート
ーク、と続きました。 

2 日目は、全国研究会として「新制大学発足をめぐる各
大学の動向 ―その資料と活用―」をテーマに、名古屋大
学、大谷大学、明治大学、熊本大学、神奈川大学、愛知
大学の報告と総括討論がおこなわれました。 
「テーマ発題・基調報告」 豊田雅幸氏（立教学院展
示館） 

 ・第1報告：堀田慎一郎氏（名古屋大学大学文書資
料室）「名古屋帝国大学から新制名古屋大学へ―歴
史とアーカイブズ―」 

 ・第2報告：松岡智美氏（大谷大学真宗総合研究所 
大谷大学史資料室）「旧制大学から新制大学へ―大
谷大学の事例より―」 

 ・第3報告：阿部裕樹氏（明治大学史資料センター）
「短期大学の発足と明治大学短期大学」 

 ・第4報告：上野平真希氏（熊本大学文書館）        
「地方国立大学の設立と地域社会―熊本総合大学期
成会資料を中心に―」 

 ・第5報告：齊藤研也氏（神奈川大学大学資料編纂
室）「横浜専門学校の昇格過程―神奈川大学の誕生
―」 

 ・第6報告：田辺勝巳氏（愛知大学東亜同文書院大
学記念センター）「旧制大学として創立した愛知大学の
創成期―新制大学への移行期も顧みて―」 
講演録は、当日の講演内容に加筆、修正をしております。

次頁以降は当日配布した添付資料で、資料には報告者に
より傍線や下線を施しています。 
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旧制大学として創立した愛知大学の創成期
一新制大学への移行期も顧みて一

1. 東亜同文書院大学の概要

2. 愛知大学の創立概要

3. 愛知大学年表

4. 愛知大学創成期
(1) 『愛知大学ーニ十年の歩み一』より

• 旧制大学・新制大学並行時代（昭租24.4""-'27 .3) 
-~ 学制改正による旧制大学から新制大学への移行
二． 新制大学の発足、旧制大学予科一学年修了者の新制大学

への移籍
三、 新制愛知大学の完成
四 新制愛知大学学則・教授陣容
五 短期大学の新設・名古屋校舎の発足
九. 1950 (昭和二十五年）の本学の動向
-o. 霞山文庫買収
A. 名占屋大学との合流問顆

(2) 『愛知大学新聞』より
-. 第1号（昭和23年9月 15日）

◎新制大学の構想成るー國際人土の菱成陶冶を念願
ー 第5号（昭和24年2月 5日）

◎新制大学最雙決定は二月中旬本月下旬に発表
◎【論説】新しき子苑に望む

ー． 第6号（昭和24年3月20日）
◎【論説】新制大学の発足に当つて小岩井浮

5. ｫ 参考»
『中部日本新聞』より

「適格百十二校を発表」 （昭和24年3月 19日）
ー・ 「大学法案をめぐる論議」 （昭租24年3月23日）
三． 「新しい大学の出発に当つて」（昭和24年4月20日）
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東亜同文書院大学
愛知大学のルーツ校「東亜同文書院大学」は、 1901

（明治34)年に中国上海に誕生した「東秤同文書院」が
発展し、 1939(昭和14)年に大学へ昇格して成立したも

のです，
当時の束アジアは欧米列強の圧力が清回ヘー層強

まる中、日本も危機感を抱いていましたc そのような中、
弱体化しつつある渭国と捉携し、束アジアの安定を凶ろ
うとする動きが、それまでの欧米指向中心であった日本
の中に新たに芽生えました。
それをまず具体化したのが、荒尾精による日清関の貿
易をめざし、笠易実務者を養成しようと1 890(明治23)
年に上海に聞学した日清貿易研究所で、卒又生約90
名を輩出しました．
しかし、そのあと日濱戦争が始まり、荒尾がめざした当
初の目的は連成できませんでした日清戦争が日本の
勝利におわり、清国への賠償金問題で世論が盛りあがり
をみせたときにも荒尾は、河国への賠償金潟求に反対
表明を繰り返しました。 また、日清間の質昂発展のため
の方策を検討していきました。
ー方、近術家0)筆頚となった近衛篤鷹は独学のうえ、

ヨ一ロッパ留学を経験しました= 2度目のヨーロッバ訪問
卸こはヨーロッバ列強のアジア戦略情報を知ると東ア
ジアの安定化のためには、日清間での教育、文化交流
の必要性を煤感したのです， そこで. 1899(明治32)

年、近衛は帰路、清回に立ち寄り、近代化への改革をめ
ざす実力者である劉坤ーや張之洞の両総苔に会い、日
済両国学生を一緒に教育する学校を南京に開設する
構想を提案し、承認を得たのです。
1900(明治33)年、近衛は両総督との協議により、南

京に「南京同文書院」を閉学し、日本人入学生24名は、

濱語、英語、商菜、政治などを学び始めました，
「南京同文書院」開学前には両総督よりJ面京清国

学生を、南京で教芦を受けるよりも日本へす<1こ留学さ
せたい、との申し出がありましたc 近衛は東京自宅に「東
京同文ご院」を開設し、受ltlIDとしました。 なお日清両
国学生が上海で一緒に学ぶようになったのはそれより約
20年後のことです。
ぽ京同文書院」は設立直後、北清事変によって巾京

の危携が高まったため、上海へ移動することとなりまし
た， 近布は発展を図るべく新たな全国府県費（給付奨
学金）制度を投け、学生哀集をし、 1 901(明治34)年、

上海高邑閣にキャンパスを設置し｀「東吐同文書院」に
改名しました, r采亜同文書院」初代院長には根渭ーが
就任し、荒足精が意図した日演問の本格的な貿砧実務
者を養成するビジネススクールとして誕生したのですこ カ
リキュラムは、溝語、英語の語学と貿笏、商業科目を重
点的に配置し．特徴的な科目としで中国国内を主な
フィールドワ＿ク先とした「大剪査旅行」が況置されまし
た。

根il'は、荒尾精と近衛篤鷹の意志を受1ナ継ぎ、永＜院
長を務めました， 根津院長は中国古典をベースにした倫
理学の授業をもち｀卒業生がビジネス界で活括する際の
倫理や徳の必要性の指針を示し、書院生から神様のよ
うに尊敬されました。

「束亜同文：：院」は、 1945(昭和20)年、敗憫とともに
幕を閉じました、: 卒文生約5,000名を輩出し、活躍は多
方面にわたります， なお、多くの入学生は府県費生（給
付奨学生）として入学、書院の経営は東亜同文会が担
いました況 のちに、書院の卒業生も同会で活躍していま

す、＇
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東蚕同文書院生による『大調査翫行』

束亜同文書院は、日中両国の経済提携と善隣友好の促進を
めざし、画期的なビジネス教育を実践しました。その一つは、自
カで実務をこなせるだけの中国語・英語の習褐と、もうーつは、
貿易取引の仕組みや商品などの調否を通して中国の現実を知
るための大詞査旅行でありました。
大調査旅行は、 1 905年、第2期卒業生が外務省の委託を受
けて始まり、その調査コース総数は700近くに達しました。 2~6
人単位で班を結成した書院生は、希望地と希望調査テーマを
持ち、中国各地や更南アジアヘ3~5ヵ月問、徒歩中心による
調査を行いました。この時の卒業誂文「調奎報告苫」、日記体
の品録「大旅行誌」は、 20世紀前半期の近代中国を知る門呈
な資料として、後継の愛知大学で所蔵しています．

`' 大蒙行記 -ｷｷ — 賣蔓同文書醗霞董輯告書

日本、中国ほか世界各国で活羅された卒業生の主な就職先
［実業界］
三井物産、三菱商事、 大倉、古河、日商岩井、住友、トーメン、伊藤忠、日綿実業、丸紅、兼松江商

【海運J

日汗汽船、東亜海運、大連汽船、山下汽船、 13本郵船

［紡績】

大日本紡績、鐘紡、帝人、東洋紡

［金融｝
横浜正金銀行、台湾銀行、朝鮮鐙行、日本銀行、満州中央鐙行、三井銀行、三菱銀行．住友銀行

【マスコミJ

漠報、盛京時報、上海、支那時報、大胃島報、大睦新報、上海タイムス（英文）、外交時報、朝日新聞、

毎□新聞、読売新聞、中□·東京新聞、 神奈川新聞、共同通信、福島新報、西口本新聞、 NHK、 TBS、
朝日放送(ABC)、巾部日本放送(CBC)、テレビ長埼、テレピ愛知、宮崎放送

［外交官J

ルーマニア大使｀ モンゴル大使、東亜局長、各地の領享
［学会研究関係J

●戦後も含め、 80余名の教授を輩出。

永尾竜造(2期生）『文那民族誌』7巻の大作／天海誤＿郎(3期生）『中国土地文eの研究』／烏場鍬太

郎(5期生）支那経済地理閃係の大作著書多数／鈴木拇郎(15期生）『中日大辞典』を中心的に編纂（愛

知大学）／坂本一郎(20期生）『現代中国語会話』ほか／石出武夫(26期生）『中国話マ辞典』ほか／

尾崎庄太郎(26期生）『支那の工業機憐』ほか／山名正孝(26期生）『中国経済の椙造的研究』ほか／

魚返善雄(27期生）『中国の文芸』ほか／藤岡瑛(33期生）『アジア研究』（機関誌）、『中国行政区画便

覧』ほか／内山雅夫(34期生）『中国語教室会話』（愛知大学）／渡辺長雄(35期生）『新中国通貨論』ほ

か／山口左熊(35期生）『燕山夜話』訳／大久保泰(36期生）『中国共産党史Jほか／苔野俊作(4 1期

生）『近代日本の地主と鹿民』ほか／宮田 郎(41期生）『現代日中辞典』、『新草辞典』／倉田彪士(44

期生）『中国における相続制度』ほか
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頃 r.. T. 
門璽ロ

~ ~ 置闘i

一醐
r
r
n

愛知大学は、 1946(昭和21 年）年、東亜同文古院大
学最後の学長本IBJeーや、小岩井浄、神谷罷男心木田
強三旺はじめとした東而同文雀院大学蘭係者が中心と
なり、横田忍翌僑市長の支援もあり｀豊橋市の旧陸軍士
官学校（旧陸軍第15師回）跡地に、 当時、中部地区唯
ーの法文系大学として創立されました。
設立にあたり、吉田茂内閣総理大臣に旧制人学として

許口Iされ、日木で~49番目の開学でした。

捌曲U謳5(JJ

愛知大学は、戦後混迷の時代、初代学長林毅陸、第
2·4代本間云ー、第3代小岩井浄らにより礎が作られ、

愛知大学の「愛知」は「智＝知を愛する者が集う」を意味
し、設立趣意菩には戦後創立された大学としては画期的
なroo際的な教養と視野をもった人材の養成」「地妓社
会への貫献」が明記されています。
そして、 ｝各国時に中国上海から持ち帰った東亜同文
宮院の学籍簿成績簿は、愛知大学に保管しています。

第代啓長(l:— 

勺→口百 L• 89!-198、_

. 贖朽
• 
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• 愛知大学のあゆみ

♦
名
古
臨
・

田際問題研如所鮫立
学割改苓1こよ~1',111大<¢nil

名古II分校 1111校 量“
緯合蠣上“究所 ll'/SI
中鵞噛方蘊●研究所鼠立 A 

亨函面祀'™声ill呪 1111置

●口往良編■Ill(現、中は心濃臭纏纂印匹

絹賣釘t妍如折（絹言冦台科学絹克症I~り0年改祢）四

法経生邑箪一部経営そ料既置

ロ
大院藷言学研究科ねII
短期人字部法経料第．韻魔止

閉柑訳褪蒻閲漏§
霊肴揖望憐馬チ生募隻9止

活歴請諮見鵡紐'"'双．冑血砿暉
類鑑翻届府貸望牧』駁ふ記念七ンクーを紐Ill
輝加命函詞面藉9

恵事墜炉畑区霞がi111霞I叱'!lJ屈）設置

エク2テン，'"ン中,,,,ー開霰

雰品霊字弯1揺織中劉咋如ンタ一）粽訳
亥科省「特色あり大学較育俎行ログ元項郡呼吃雨広
ョ111111地譴駅ン9ー（鷹、三這削翡｀爆携細センクー）四
・文科省I私立大T字術切究高度化笞還事電JI三遠隅＂地燻遅携センタ-)ff.柘

畳知大学凡坤設置

i紺臨お森渥云と釦讀四-r

m面所をJnillが鑓オをさ竺肖；緊璽
紐1!lヤャンバス直3月£竺担：
人文社會学研究所霰立

＊学創立701!1年
名古亙手らンパス繍illli王事蓬ヱ

文学部忠竺且壁堕
'1:'t部 1'11'科餃口
~1111,11111:«1口臼此如坪訊文柑好）Ill 
短閉を竺包生沼科！女子）｀骰量

罰蜘;,饂を疇入、
心切躙閂1'110-31 )

世社竪頃翼,rnJi!

茫試韓闊訴齢紺i温熊甜

庄紐字鵬専門夏a 問慎

f!ll学芦雷ー墨~ll学科煎量

四冠印叫函咋＊生1h謂叩直）l![d, 毀代咄ぼm慾訟虜匹学1111葛憚匹学と郡問止 lfil!! 要狐9叩セ仁竺叩—
賤夜甜雷i醤紺閉’澁，，ーシ咋科、
文U本・中11文年!U米文零バ〇置叢文If.MIi絹

四心翻鵞,.文化ユ凡咬代'"'ヽ掌釦：名称愛更

知ioJ人学罵留学生別＂屈止

葵閉合翡舒翌茫邑．ン研究!!ir.till L 
匁辟罪吋忠咄悶

胃
法字尾2邸ぬ止

道珈羅墨r,t晶から

三
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姶
ー
―
宣
建

設
動

学
部
を
転
換
拡
充
し
て
法
経
学
部
（
法
学
科
並
に
経
済
学
科
）
お
よ
び
文
学
部
（
社
会

学
科
）
の
二
学
部
と
な
し
、
国
際
的
大
学
と
し

て
の
長
年
の
伝
統
を
生
か
し
て
、
広
い
視
野
と
高
い
教
費
を
与
へ
、
且
つ
法
律

・
政
治
・

経
済
・
社
会
教
育
お
よ
び
社
会
亭
菜
等
の
各

分
野
に
お
け
る
専
門
的
職
能
敦
育
を
施
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
殊
に
は
従
来
人
文
科
学
系
並
に
社
会
科
学
系
の
大
学
敬
育
扱

関
に
欲
く
る
中
部
東
海
地
力
の
文
化
の
向
上
に
も
買
献
し
、
何
よ
り
も
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
特
に
東
洋
の
政
治

・

経
済
・
社
会
等
に

関
す
る
研
究
教
授
に
力
点
を
お
き
っ
つ
学
術
文
化
の
方
面
よ
り
国
際
協
力

関
係
の
堵
進
を
図
り
、
か
く
し
て
民
主
的・文
化
的
日
本
の

建
設
に
寄
与
せ
ん
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

白
名
称
愛
知
大
学

け
位
匠
変
知
県
益
掲
市
町
畑
町

仰
校
北
総
坪
数
四
九

・

一
五
六
坪

固
校
舎
等
廷
物
総
坪
数
涅
坪
五
、
五
六
一
一
＿
坪

因
図
書
標
本
攘
域
賠
具
等
旅
設
概
要

ー
、
図
書

総
冊
数
五
七
、
七
七
〇
冊

内
択
内
国
誓

外
国
書

外
に
雑
誌
報
告
紀
要

2

、
環
本

五
六
、
二
九
七
冊

一
、
四
七
一
―
―
冊

四
七
四
稲
一
七
、
五
五
0
冊

学
校
教
育
法
の
施
行
に
よ
り
本
学
は
二
十
四
年二
月
一
工'
-
a
付
で
新
傾
大
学
設
立
が
正
式
に
認
可
さ
れ
た
。
従
っ
て
旧
頷
大
学
は
自

糾
廃
止
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
在
学
中
の
旧
制
大
学
学
生
の
卒
莱
ま
で
は
旧
制
新
制
大
学
が
並
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち

二
十
四
年
一
―
-J
l予
科
＝
＿
年
へ
進
級
し
た
も
の
が
、
残
っ
た
予
科
の
一
年
間
と
旧
制
学
部
の
一

＿一
か
年
を
お
わ
り
卒
業
し
た
昭
和
二
十
八
年
を

以
て
旧
制
大
学
は
自
然
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
新
制
大
学
は
二
十
七
年
四
月
を
以
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
四
か
年
間
は
新
旧
両

大
学
が
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
左
に
新
制
愛
知
大
学
設
置
要
項
を
掲
げ
る
。

新
制
愛
知
大
学
設
置
要
項

H

目
的
及
び
使
命

わ
が
国
が
平
和
的
志
向
を
も
っ
て
民
主
的
・

文
化
的
国
家
を
建
設
し
て
、
国
際
協
力
関
係
と
世
界
平
和
の
増
進
に
寄
与
し
つ
つ
民
族

牛
活
の
福
祉
増
迅
を
図
る
た
め
に
は
、
は
民
の
教
養
が
高
め
ら
れ
、
広
く
固
際
的
視
野
に
立
っ
て
真
理
と
正
蓑
を
希
求
す
る
強
健
な

E

民
と
し
て
育
成
さ
れ
る
こ
と
を
根
本
の
要
務
と
し
、
且
つ
時
勢
に
適
応
す
る
諸
制
度
の
採
用
、
産
業
経
済
の
建
設
、
社
会
教
育
お
よ
び

社
会
事
賽
の
扱
輿
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

『
一
汲
だ
翌
ー
ニ
す
ザ
芯
み
』

延
坪
六
、
五
四
一
坪

一、
学
制
改
正
に
よ
る
旧
制
大
学
か
ら
新
制
大
学
へ
の
移
行

第
二
節

旧
伽
大
学
・

新
制
大
学
並
行
時
代
（
昭
二
四
•
四
！

二
七

-
Oヒ

-
O六

6
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生
物
学
に
関
す
る
も
の
を
主
と
し
、
な
お
体
育
の
鵡
養
に
関
保
あ
る
も
の
も
若
干
含
む

動
物
様
本
七
種
植
物
標
本
五
種

生
理
憬
本
一
極
病
理
標
本
一
種計

一
四
穏

な
を
逐
次
購
入
の
予
定
で
必
要
経
費
は
予
算
に
計
上
し
て
あ
る

3

、
犠
械
器
具

物
理
学
·
化
学
•

生
物
学
等
自
然
科
学
関
係
の
授
爽
に
使
用
す
る
も
の
を
主
と
し
外
に
体
育
に
関
す
る
も
の
を
含
む

物
理
学
化
学
及
び
生
曲
学
用
攘
披
詩
具
九

0
穫

体
育
用
扱
被
器
具
五
種

計
九
五
種

な
お
逐
次
謂
入
の
予
定
で
必
要
経
費
は
予
算
に
計
上
し
て
あ
る

固
学
部
及
び
学
科
の
組
緻
並
び
に
附
属
施
設

1

学
部
及
び
学
科
の
組
諏

法
経
学
部
法
学
科経

済
学
科

社
会
学
科

イ
、
国
際
問
題
研
究
所

総
合

・
貿
品
・
米
国
・
中
国
・

ソ
連
•

朝
鮮
の
六
研
究
部
門
が
あ
り
、
各
国
の
政
治
・

経
済
・

文
化

．

社
会
の
研
究
調
査
並

び
に
資
料
の
蒐
集
を
任
務
と
し
、
学
部
兼
任
の
教
授
・
助
教
授
・

講
師
若
干
名
及
び
専
任
の
研
究
員
若
干
名
を
お
く

ロ
、
経
営
研
究
所

中
小
企
業
問
題
・

晨
H
業
経
営
等
に
関
す
る
学
術
的
研
究
並
び
に
実
際
的
指
導
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
併
せ
て
学
内
工

場
及
び
学
校
晨
場
の
経
営
指
導
に
あ
た
る
。
学
部
兼
任
の
教
授
・
助
教
授
・

講
師
若
干
名
及
び
専
任
の
研
究
員
若
干
名
を
お

< ＾
、
新
聞
学
研
究
室

一
絞
新聞
に
関
す
る
緬
輯
・
経
営
の
研
究
及
び
資
料
の
蒐
集
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
併
せ
て
大
学
新

聞
の
発
行
に
あ
た

る
。
学
部
兼
任
の
教
授
・

助
教
授
．
謬
師
若
干
名
及
び
専
任
の
研
究
負
若
干
名
を
お
く

B

｀
附
属
厚
生
施
設

イ
、
出
版
部

学
内
の
出
版
事
業
を
行
い
学
生
の
厚
生
並
び
に
学
校
財
政
に
寄
与
す
る

ロ
、
学
内
工
場

オ
プ
ラ
ー
ト
製
造
・
製
油
・
澱
粉
製
造
の
作
業
を
行
い
、
学
生
の
厚
生
並
び
に
学
校
財
政
に
寄
与
す
る

ハ
、
学
校
農
場

第
二
車
遵

文
学
部

2

、
附
属
施
設

餃
期

-
O
九

-
O八

7
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薪
作
及
び
家
畜
飼
育
を
行
い
磁
員
学
生
の
厚
生
並
び
に
学
校
財
政
に
寄
与
す
る

い
学
部
及
び
学
科
別
学
科
目
概
要

各
学
部
学
科
目
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ー
、
一
般
教
養
科
目
（
各
学
部
各
学
科
共
通
）

人
文
科
学
関
係
九
科
目
―
二

十
六
単
位

社
会
科
学
閑
係
五
科
目
二
十
単
位

自
然
科
学
関
係
四
科
目
十
六
単
位

右
の
中
十
科
目
四
十
単
位
以
上
を
履
修
さ
せ
る

2

、
専
門
科
目

法
経
学
部

法
学
科
―
―
―
十
六
科
目
百
四
十
六
単
位

経
済
学
科
一
＝
＋
四
科
目
百
―
―
―
十
六
単
位

文
学
部
社
会
学
科
二
十
八
科
目
百
十
二
単
位

外
に
卒
業
論
文
（
各
学
部
各
学
科
共
通
）
八
単
位

右
の
中
、
卒
芙
諭
文
の
外
に
十
八
科
目
七
十
二
嵐
位
以
上
を
履
修
さ
せ
八
＋
単
位
以
上
と
す
る

3

、
体
育
（
各
学
部
各
学
科
共
通
）
―
-
科
目
四
単
位

的
履
修
方
法
及
び
学
士
号
授
与
概
蔓

ー
、
履
修
方
法

一
般
数
養
科
目
の
外
に
一
年
次
か
ら
専
門
科
目
を
履
修
さ
せ
逐
次
之
を
増
加
す
る

学
士
号
授
与

四
ケ
年
以
上
在
学
し
次
の
単
位
数
を
取
得
し
た
者
に
本
学
所
定
の
学
士
号
を
授
与
す
る

ィ
、
一
般
数
養
科
目
四
十
単
位
以
上

n

、
専
門
科
目
（
卒
業
諭
文
を
含
む
）
八
十
単
位
以
上

ハ
、
体
育
四

単
位

合
計
百
二
十
四
単
位
以
上

B

朧
員
組
織
既
要

総
長
一
名

一
般
教
養
科
目
（
各
学
部
各
学
科
共
通
）

専
任
教
授
―
-
＝
名

専
任
助
教
授
六
名

専
任
謬
師
五
名

兼
任
教
授
一
名

兼
任
謬
師
一
名

計
二
六
名

専
門
科
目

第
二
章
達

設
期

—
-O 

8
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222

国

合

外
に
研
究
負

事
移
員
そ
の
他

総
計

口
学
部
及
び
学
科
別
学
生
定

貝

法
経
学
部
法
学
科
各
年
次
―

-
O
0名

経
済
学
科
ク
ー

0
0
名

社
会
学
科

＿
O
0
名

計
四

0
0
名

文
学
部合

設
置
者

本
学
の
設
置
者
は
財
団
法
人
愛知
大
学
で
あ
る

本
法
人
の
理
事
及
び
監
事
名
は
次
の
通
り
で
あ
る

理
事
林
毅
陸
本
間
喜
一

小
岩
井
海
戸
沢
鉄
彦

監
事
片
山
理
松
坂
佐
一

本
法
人
の
駅
問
名
は
次
の
通
り
で
あ
る

顧
問
三
淵
忠
彦
高
野
岩
＝

r
郎

第
二
章
建

計

設
期

法
経
学
部

専
任
教
授

専
圧
助
薮
授

専
任
謬
師

兼
圧
教
授

兼
任
露
師

計

文
学
部

専
任
教
授

専
任
講
師

兼
任
教
授

兼
任
講
師

計

体
育
（
各
学
部
各
学
科
共通
）

専
任
教
授

専
任
溝
師

計

ク ,, 

三
名

ー
ニ
六
名

八
九
名

四
名 名

一
名

二
名

一
四
名

一
名

一
名

四
名

二
0
名

一
六
名

＝
＝
名

二
名

九
名

九
名

＝
＝
九
名

長
谷
川
万
次
郎
安
倍
能
成
田
中
耕
太
郎

横
田
忍
神
野
太
郎
大
竹
藤
知

四
方
博
梅
村
清

計
八

0
0
名

計
四

0
0
名

計
四

0
0
名

計
一
六
0
0
名

~ , 
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國
維
持
経
営
の
方
法
概
要

本
学
経
営
の
た
め
の
各
年
度
の
収
支
不
足
金
額
は
初
年
度
六
百
万
円
、
第
二
年
度
五
百
＝
＝
＿
十
万
円
、
第
三
年
度
六
百
一
二
十
万
円
、
完

成
年
度
五
百
＝
＝
H
'万
円
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
不
足
金
額
は
財
団
か
ら
支
弁
す
る
が
、
財
団
の
資
金
詞
達
の
方
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1

、
旧
制
大
学
よ
り
あ
げ
る
収
益

初
年
度
二
百
十
万
円

第
一
ー
一
年
度
―
ー
百
万
円

2

、
後
援
会
よ
り
得
る
維
持
員
会
費

初
年
度
七
十
二
万
円

第
―
―
―
年
度
百
八
万
円

3

、
父
兄
会
よ
り
得
る
維
持
費

各
年
度
百
ー
ー
十
万
円

4

、
事
莱
収
入

初
年
度
五
十
一
万
円

第
一
＿
一
年
度
百
万
円

5
3

、
新
聞
協
会
寄
附
金

各
年
度

十
八
万
円

6

、
豊
橋
市
教
育
委
託
費

第
二
章
連

設
期

＝
ー
百
五
十
万
円

各
年
度

合
計
初
年
度
七
百
三
十
万
円
第
二
年
度
七
百
八

十
万
円

第
三
年
度
七
百
九
十
万
円
完
成
年
度
七
百
五
十
万
円

右
の
外
、
従
来
の
実
績
か
ら
し
て
臨
時
的
寄
附
金
収
入
が
各
年
度
相
当
の
金
額
に
上
る
。

曲
大
学
開
設
の
時
期

昭
和
二
十
四
年
四
月
一
日

二
、
新
制
大
学
の
発
足
、
旧
制
大
学
予
科
一
学
年
修
了
者
の
新
制
へ
の
移
籍

新
制
大
学
の
設
置
は
昭
和
二
十
四
年
二
月
二
十
一
日
付
で
正
式
に
認
可
さ
れ
、
法
経
学
部
と
文
学
部
の
二
学
部
の
開
設
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
0

郡
大
学
準
備
委
員
会
を
中
心
に
予
て
諸
般
の
準
備
を
進
め
て
お
い
た
の
で一ー
一
月
中
に
は
入
学
試
験
を
行
っ
て
合
格
者

を
決
定
し
た
。

既
投
の
大
学
予
科
一
年
修
了
者
は
新
制
大
学
へ
移
籍
し
て
新
制
大
学
の
一
年
生
と
な
り
、
こ
の
移
行
学
生
と
新
入
の
新
制
大
学
生
と
を

以
て
第
一
学
年
を
編
成
し
、
予
科
二
年
修
了
者
は
旧
制
予
科
一
＿
一
年
へ
、
予
科
一

ー
一
年
修
了
者
は
1
8制
大
学
一
年
へ
そ
れ
ぞ
れ
進
級
ま
た
は
入

学
し

、
五
月
四
日
合
同
入
学
式
を
挙
行
し
て
、
こ
こ
に
新
旧
両
制
大
学
並
行
時
代
へ
移
行
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
愛
知
大
学
要
覧
に
よ
れ
ば
こ
の
時
点
に
お
け
る
学
生
数
は
新
制
大
学
法
経
学
部
法
学
科
九
八
名
、
経
済
学
科
四
二
九

名
、
文
学
部
社
会
学
科
六
七
名
、
ム
品
m
五
九
四
名
、
旧
制
大
学
一
一
一
年

一
〇
八
名
、
二
年
―
二
八
名
、
一
年
一
九
0
名
、
合
計
四
二
六
名
、

総
計
一
、
O
-―0
名
で
あ
っ
た
。

第
二
年
度

完
成
年
度

第
二
年
度

完
成
年
度

七
十
七
万
円

百
一
＿
一
万
円

八
十
五
万
円

百
二
十
万
円

第
二
年
度
二
百
＝
エ
＇
万
円

完
成
年
度
，
百
四
十
万
円

―
―
五

―
―
四

10 
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第
q

K皐
吃

新
制
愛
知
大
学
学
則
（
附
録
店
照
）

孜
授
陣
容

総
長
林
毅
陸

総
良
代
理
小
岩

1
1

浄

法
経
学
部
学
祁
長

r

小
岩
井
浄

教
授
小
岩
井
浄

ク

竹
井
廉

玉
井
茂

閲
．

// 

設

ず
、
こ
の
五
．
六
年
は
特
に
苫
薙
の
道
を
乗
り
こ
え
て
来
た
の
で
あ
る
。
第
一

l＿
者
か
ら
見
れ
ば
、
お
そ
ら
く
危
っ
か
し
い
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
が
、
当
事
者
た
ち
は
創
造
の
意
気
の
軒
昂
た
る
も
の
が
あ
り
、
人
の
和
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
ニ
ヤ
七
年
に
は
新
制
大
学
が
完
成
し
、
そ
の
年
に
は
旧
制
大
学
最
後
の
学
年
も
並
存
し
て
い
た
。
こ
の
特
に
至
っ
て
は
、
財
政
的

不
安
定
を
除
け
ば
、
本
学
教
学
の
基
礎
は
確
乎
と
し
て
定
っ
た
の
で
あ
る
。

旧
制
・
新
制
大
学
並
び
に
短
期
人
学
部
等
の
学
部
福
成
と
学
生
数
と
は
上
に
掲
げ
る
去
の
如
く
で
あ
り
、
旧
制
大
学
学
生
一
ー
ー
ニ
六
名
、

新
制
大
千1了
牛
二
‘
o
l
二
名
、
短
期
大
学
部
学
牛
八
五
四
名
、
合
計
一
＿
＿
‘
-
九
二
名
と
次
に
掲
げ
る
敬
授
陣
容
を
持
っ
た
大
学
に
発
展

し
た
。

四
、
新
制
愛
知
大
学
学
則
・
教
授
陣
容

三想
法経学部
研究科,, 

新制大学

（四年綱）

旧似新11,U大午並びに螂人?ill\の学部学科卸麻と学生数

（昭和切年 5 月 l 叫）

学科名「テ 年 別

臣(f四〗
法経学部ド戸

• 経済学科

文学部社会学科

ク 文学科

1~ 文科
' 

旧畠i大学

（三年創）

71 

SB! 

2-1 

~3 

短闊大学部
（夜閲＝年
制）

計

458 

20 

n
4
2
2
1
3
3
0

一四
2
2政

治
思
想
史
、
社
会
思
想
史

商
法

経
済
学

そ
れ
以
前
昭
和
二
十
二
年
九
月
に
は
地
元
民
の
要
望
に
応
え
動
労
青

年
の
た
め
に
門
戸
を
ひ
ら
き
法
政
・
経
済

・
文
学
肌
科
全
夜
匹
一
年
雙

芍
醤
し
、
附
設
高
等
科
（
夜
間
一
年
制
）
と
と
も
に
—
-
O
0
名
が
夜

間
学
生
と
し
て
入
学
を
許
可
さ
れ
て
い
た
。
か
く
て
、
昭
和
二
十
四
年

4
 

7
0

度
に
お
い
て
は
、
旧
制
・

新
制
・

別
科
の
一＿一
本
理
と
な
り
、
学
生
総
数

ー
は
旧
制
新
制
大
学
お
よ
ぴ
別
科
生
合
計
一
、
二
ニ
0
名
に
達
し
た
。
昭

2
 

和
―
―
十
七
年
新
制
大
学
完
成
年
度
に
は
学
生
総
数
一

l-、
o
o
0
名
、
教

, 
貝
数
九
0
名
、
臓
旦
数
四
0
名
が
予
想
さ
れ
る
に
至
っ
た

昭
和
二
十
五
年
に
は
新
学
制
に
あ
わ
せ
て
短
期
大
学
部
（
夜
間
）
を

設
立
す
る
こ
と
と
な
り
認
可
を
得
、
豊
橋
校
舎
（
法
経
科
・

文
科
）
と

名
古
屋
校
舎
（
法
経
科
）
と
両
者
同
時
に
発
足
し
た
（
本
章
本
節
五
参

照
）
°
短
期
大
学
の
発
足
に
よ
っ
て
前
記
別
科
お
よ
び
忘
等
科
は
自
然
廃

止
さ
れ
た
。

l, 000 

硲

5
I

ュ

3,

O

3
 

\
|
ド

|

‘
,
1
ー
'
,
}

心
：
〗

n
1
7
1
0
2
9
5
6
7
 

ー

、
d

3

6

9

 

2
 

99 

三
、
新
制
愛
知
大
学
の
完
成

_
＿
七

本
学
は
昭
和
二
十
一
年
十i
月
十
五
日
旧
制
大
学
と
し
て
認
可
幻
釦
い

た
も
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
な
ん
ら
財
政
的
基
礎
を
持
っ
て
は
居
ら

一
ご
ハ

1 1 
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第
一
一
章
建

々 助講 9

救

授師

数
姐

, 

教
養
部
部

教

授長

玉
井
茂

玉
井
茂

横
山
将
―
―
一
郎

大
内
義
郎

中
村
和
之
雄

津
之
地
直
一

細
迫
靭
夫

経
済
学
、
英
語

倫
理
学
、
論
理
学
、
考
古
学

生
物
学
、
自
然
科
学
概
論

英
語

国
語

哲
学
、

倫
理
学

”助 々

教

師授

宗
数
学

,' ク q // // ヶ ,, 

若
江
得
行
英
語
、
英
文
学

久
曽
神
昇

国
語
、
国
語
学

服
部
正
己
言
語
学
、
独
語
、
独
文
学

住
谷
悦
治
社
会
史

田
中
梅
吉
文
学
概
論
、
独
文
学

山
綺
知
二
仏
語
、
仏
文
学

清
水
武
雄
新
聞
学

熊
沢
復
六

霞
語
、
映
画
演
劇
論

鈴
木
中
正
歴
史

コ
ン
ス
ク

ン

チ
ン
・

グ
ド
ル
フ

4 ク " 

文

学
部
学
部
長
文
博

教
授
,, 

秋
葉
溢

秋
葉
騒
社
会
学

鈴
木
択
郎
中
国
臣

斉
伯
守
東
洋
思
想
史
、
漠
文

板
倉
柄
音
独
語
、
独
文
学

ク 講

師

// II 
ヽ助

教
授

“ ,, 
II 

ヽ
“ 

~ 

法
博

山胡大荻三四松戸花森図 Iト

本麻

二本
石野好方坂沢村谷部幡

三蔦岩茂四 佐鉄芙克 清

丸一雄彦郎博 一 彦固己歓金

財
政
学
、
貨
幣
金
融
論

行
政
法
、
地
方
自
治
論

経
済
原
論
、

社
会
政
策
、
中
国
経
済
史

刑
法
、
刑
事
訴
訟
法

政
治
学
原
論
、
政
治
史
、
行
政
学

民
法
、

経
済
原
論
、
経
済
史
、
各
国
経
済
史

晨
業
政
策

法
学
、
国
際
政
治

経
営
学
、
経
理
学

国
際
政
治
経
済
事
情
、
露
語

国
際
金
融
諭

―
―
九

―
―
八

12 
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弟
二
辛
遵

,･ .;, " 々

文
学
部
教
授
文
博

々

投
期

佐
佐
木
信
網
国
文
学

高
桑
純
夫
哲
学

武
市
佳
人
哲
学

杉
浦
健
一
民
族
学
、
社
会
調
査

福
山
政
一
社
会
事
業
論

小

島
軍
造
倫
理
学

,, 々 ク グ ク

法
博

ヽ 講助

教

師授

,, ,, 々

石
田

桑
島
信

小
木
曽

ク

金
丸
一

昭
和
二
十
五
年
度
以
降着
任
予
定
教
授
の大
略

(
＊印
は
従
来
既
に
旧
制
学
部
講
師
に
来
講
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
々
）

法
経
学
部
教
授
本
間
喜
一

ク
法

博
平
田
央

経
博
波
多
野
鼎林
要
ャ
太
田
英
一

＊
山

下
康
雄

＊
隈
崎
穫

鵜
飼
信
成

＊
石
浜
知
行

山
村
苔

＊
久
留
関
餃
造

.. ヽ 々 々 ,, ヽ 々 ヶ I/ 
“ 
講 ヶ

農
博 師

鈴
木
武
雄

奥
田
戎

色

J
I
I幸
太
郎

石
川
正
一

＊
西
村
信
雄

髯
菊
地
勇
夫

尾
高
朝
雄

＊
宇
野
弘
蔵

ょ
寡
治
隆
一

＊
高
橋
正
雄

戸
田

義
郎

夫 公 一泰

商
法

社
会
法

経
済
原
論
、
経
済
政
策

経
済
原
論

統
計
学
、

世
界
経
済
誼

国
際
法

法
制
史

比
較
法

国
際
政
治
経
済事
情
、
各
国
経
済
史

協
同
組
合
論

経
済
学
史

貨
幣
金
融
論
、
国
際
金
融
論

晨
莱
政
策

刑
法
、
労
働
法

経
済
政
策

民
法

社
会
法

法
哲
学

経
済
政
策

国
際
政
治
経
済
事
情

国
羨
政
治
経
済
事
情
、
各
国
経
済
史

商
H
政
策

英
語

中
国
百

人
文
地
理
学

中
国
語

——-O 

13 



   

 
  

227

同
文

書
院

記
念

報
　

Vol. 26（
2018.03.31）

川
出
麻
須
美

箕
作
新
六

鈴
木
元
請

市
村
昭
夫

本
多
良
助

そ
の
他
目
下
交
沙
中
の
人
々
数
氏
が
あ
る
。

旧
制
讚
師
補
充
植
田
捷
雄

藤
江
忠
二
郎

西
川
磯
吉

丸
山
薫

五
、

短
期
大
学
の
新
設
・

名
古
塁
校
舎
の
発
足

昭
和
二
十
二
年
閑
学
後
間
も
な
く
は
じ
め
た
夜
間
の
数
養
讃
座
は
、
熱
心
な
受
講
者
の
要
望
に
こ
た
え
て
制
度
化
さ
れ
、
二
十
五
年
―
―
―

月
に
は
短
期
大
学
部
（
夜
閲
）
を
新
設
す
る
に
至
り
、
豊
橋
本
校
に
法
経
科
お
よ
び
文
科
、
名
古
屋
校
舎
に
法
経
科
を
設
置
し
、
勤
労
学

生
の
便
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
名
古
屋
で
は
東
区
赤
萩
町
東
邦
学
園
高
等
学
校
の
建
物
一
棟
六
教
室
を
借
用
し
て
校
舎
と
し
た
。
名

古
屋
に
お
け
る
短
期
K
学
は
一一
十
六
年
五
月
往
還
町
の
元
中
京
女
子
短
期
大
学
の
校
舎

・

校
地
を
購
入
し
て
移
転
し
、
現
在
の
名
古
屋
校

舎
の
基
礎
を
築
い
た
。
（
第
三
章
二
〇
参
照
）

第
二
拿
喧

q 講ク

教
養
部
教

9- “ 
,, “ 

ク ,, ク講，， q ク q // g ヶ ,, “ ヽ

師
理
博授 師

文
博

設
期

外
交
史

民
事
訴
訟
法

統
計
学

文
芸
思
潮

富
岡
益
五
郎

内
藤
戊
申

＊
伊
藤
猷
典

新
居
格

芦
沢
光
治
良

見
田
石
介

石
黒
魯
平

高
木
佑
一
郎

宮
坂
哲
文

市
川
寛

北
垣
恭
次
郎

杉
浦
明
平

＊
鈴
木
栄
太
郎

中
島
俊
教

和
田
陽
平

小
野
忍

尾
坂
毎
司

国
語

自
然
科
学
慨
論
、
化
学

体
育

自
然
科
学
概
論
、
数
学

数
学

哲
学
史

束
洋
史

教
育
学

現
代
文
学
論

現
代
文
学
論

芸
術
史

雪
匝
学

社
会
思
想
史

教
育
学

国
文
学

文
化
史

文
化
史
、
文
芸
思
潮

社
会
学
、
社
会
史

社
会
敬
育
論

社
会
心
理
学

中
国
文
学

中
国
文
学

14 
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設

則

九
、
一
九
五
0
年
（
昭
和
二
十
五
年
）
の
本
学
の
動
向

一
九
五0
年
の
本
学
の
建
設
と
そ
の
方
向
に
つ
い
て
愛
知
大
学
新
聞
二
十
五
年
一
一
月
五
日
号
に
論
説
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
説

は
創
立
当
時
の
意
気
と
自
覚
と
を
示
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
年
者
は
不
明
で
あ
る
が
そ
の
概
要
を
左
に
摘
録
す
る
。

9
-＝
周
年
記
念
日
を
期
し
て
学
術
誌
（
註
、
法
経
論
集

・

文
学
諭
霞
）
を
発
行
し
て
大
学
の
内
容
的
飛
躍・学
間
的
建
骰
へ
の
意
図
を
強
く
表
明

し
て
い
る
．
⇔
宮
に
建
設
、
常
に
前
造
、
逗
し
い
建
投
精
神
に
よ
っ
て

0

日
そ
の
創
造
が
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
゜
⇔
学
間
の
研
究
を
塵
ん

に
し
、
7
9

デ.. 
｀
ッ
ク
な
空
気
を
濃
厚
に
醸
成
し
、
学
間
的
水
寧
を
高
め
て
行
く
た
め
に
は
敬
授
連
の
充
実
や
施
設
の
完
儒
が
是
非
必
妻
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
同
時
に
半
面
学
生
の
学
問
的
意
欲
や
、
傾
向
の
如
何
が
こ
れ
●
こ

t
c臣
り
難
い
腿
保
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
学
生
が
学

問
に
対
し
て
熟
意

も
良
心
も
持
ら
合
わ
せ
な
い
も
の
と
し
た
ら
、
大
学
ら
し
い
も
の
は
絶
対
に
実
現
さ
れ
な
い
。
日
新
制
と
旧
制
と
の
間
に
相
当
大
き
な
ひ
ら
き
が
あ

る
と

r
"る
ヵ
こ

i

郡
力
ら
る
こ
と
ー
と
一

ー
も
こ
と
9
d
と
も
ヤ
カ

i
 

し
い
大
学
生
に
な
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
9
°
歌
授
の
釘
に
お
け
る
研
究
が
盛
に
す
す
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
学
生
へ

ー
の
熱
心
な
研
究
拓
導
が
な
が
れ
、

ー

T面
q
,

g
屯
比
し
て
学
生
の
誼
度
も
主
体
的
と
な
る
と
さ
、
大
学
の
全
体
を
掌
げ
て
高
い
学
問
的
精
神
が
文
配

す
る
、
か
く
し
て
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
殿
な1
1形
成
さ
れ
ん
。
⑮
哀
学
の
精
神
か
ら
し
て
も
、

愛
知
大
学
は
比
ん
と
う
の
人
間
を
作
る
道
場
に
も
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
夫
巽
は
や
や
古
風
で
、
庶
約
中
の
閑
神
主
義
を
思
わ
せ
る
が
、
入
学
は
一
に
も
一
｝
に
も
学
間
の
場
所
で
あ
り
、
「
学
閃

ナ
る
」
こ
と
を
通
じ
て
人
格
の
修
秦
を
す
る
と
こ
る
で
あ
る
。
肉
載
後
の
a

本
の
風
l
l
l
は
学
生
や
青
年
の
心
洟
を
傷
け
て
い
る
も
の
が
少
く
な
い
゜

民
主
主
蓑
や
自
由
主
義
も
誤
っ
て
旱
呑
み
こ
み
さ
れ
て
い
る
場
合
が
し
ば
し
ば
で
あ
ろ
。
愛
知
大
学
は
人
格
教

育
の
場
で
あ
り
た
ぃ
°
学
生
自
身
が

自
ら
を
形
成
し
敦
育
し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。
間
題
は
そ
う
い
9
風
詈
を
ど
う
や
っ
て
こ
の
大

学
に
官
て
て
行
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
生
暫

-
O
、
霞
山
文
虞
買
収

筏
1
1
1ク
ラ
プ
の
蔵
嘗
約
一
一
＿
万
五
千
而
は
本
学
氣
立
に
あ
た
っ
て
惜
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
二
十
五
年
三
月
に
同
会
会
長
徳
川
家
正

氏
よ
り
売
却
し
た
い
旨
の
中
出
が
あ
っ
た
の
で
、
困
霰
な
財
政
か
ら
買
収
費
を
捻
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
三
月
二
十
七
日
応
諾
の
旨
出

状
し
た
。
図
書
譲
受
代
金
は
一
五0万
円
と
し
、
―
-
＿
回
の
分
割
支
払
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
蔵
鬱
は
浜
霜
お
よ
び
中
国
雹
で
、
そ
の
価
伍
は

召
持
の
允
実
し
た
現
在
に
お
い
て
も
大
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
蔵
書
皆
無
で
発
足
し
た
本
学
図
杏
館
に
と
っ
て
は
撞
め
て
大
な
る
価
値
が

あ
り
、
屈
一
物
で
引
協
げ
て
来
た
教
授
・

学
生
の
至
宝
で
あ
っ
た
。

―
-
、
旧
制
大
学
・
新
制
大
学
合
同
入
学
式

祐
一
一
章
遠

二
十
五
年
五
月r
は
旧
洞
了
科
最
伎
の
学
生
が
旧
制
学
部
へ
入
学
し
、
同
時
に
新
た
に
新
制
大
学
学
生
が
入
学
し
た
。
こ
れ
ら
新
制

・

旧
制
大
学
入
学
屯
計
門
七0
名
を
迎
え
、
五
月
十
五
日
合
同
入
学
式
が
苓
行
さ
れ
た
。

愛
知
大
学
産
み
のm
で
あ
る
本
間
宮
一
氏
は
、
当
団
侵
高
政
判
所
卒
務
鯰
長
と
し
て

U
l向
中
で
あ
っ
た
が
、
上
記
入
学
式
に
お
い
て
次

の
よ
う
な
祝
辞
を
賠
ら
れ
た
。

孟
子
I
t「"
g
-
＝
つ
の
楽
し
み
が
あ
る
。
父
比
い
ま
し
て
兄
弟
故
な
き
は
共
ー
な
り

0

天
を
仰
い
で
玩
ぢ
ず
、
人
に
対
し
て
既
ぢ
ざ
る
其
二
な

り
。
―
ス
ト
の
英
オ
を
集
め
て
こ
れ
を
議
育
す
る
其
一
ー
ー
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
坪
想
に
燃
え
る
数
百
の
英
オ
を
迎
え
た
わ
た
し
ど
も
の
清
々
し
い
喜

ひ
は
、
君
子
の
屯
し
み
で
あ
る
。
藉
志
は
数
十
万
の
同
年
＂
の

国
民
中
か
ら
否
学
の
研
究
償
籾
を
利
用
で
き
る
撮
会
を
持
っ
た
「
選
ば
れ
た
人
々
」

ご
一
七

君
の
自
覚
と
奮
起
と
を
切
望
し
て
止
ま
な
い
゜

正
月
第
一
週
よ
り
九
月
ま
で
つ
．
つ
い
た
。

ー
ニ
六

15 
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A
名
古
塁
大
学
と
の
合
流
問
題

昭
和
二
十
三
年
＝
一
月
二
十
＝
―
-
日
の
学
部
予
科
連
合
教
授
会
に
お
い
て
小
岩
井
教
授
は
名
古
屋
大
学
と
の
合
流
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
報
告
を
行
っ
た
。

一名
古
屋
大
学
と
の
間
に
合
流
問
煙
が
度
々
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
つ
い
て
は
若
し
合
流
の
叫
能
性
が
あ
る
と
し
た
場
が
に
は

4
n

流
に
伴
う
条
件
等
を
確
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
ま
た
一
方
名
大
が
総
合
大
1←
と
し
て
一
す
る
に
当
っ
て
、
一
の
を

9

に
引
抜
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
本
学
と
し
て
も
困
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
こ
れ
等
の
点
に
つ
い
て
森
戸
文
相
と
償
人
的
に
話
合
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
名
人
田
村
総
長
は
、
文
柑
を
介
し
て
愛
大
か
ら
合
流
の
申
込
み
を
う
け
た
な
ど
と
言
明
し
た
が
、
亭
実
は
本
学

か
ら
正
式
に
合
流
の
申
込
み
を
し
た
よ
う
た
こ
と
は
全
然
な
い
。
ま
た
名
大
の
教
授
中
に
は
愛
大
と
の
合
流
を
希
望
し
て
い
る
人
が
多

く
、
或
る
会
合
の
序
で
自
分
に
そ
れ
を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
自
分
は
り
教
識
只
の
全
員
吸
収
図
学
生
の
全
員
吸
収

固
地
元
と
の
了
解
、
の
三
条
件
が
充
た
さ
れ
な
け
れ
ば
実
現
不
可
能
と
考
え
、
そ
の
旨
を
答
え
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
埒
の
事
情
か
ら

i

度
名
大
当
局
者
の
意
向
を
打
診
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
自
分
は
全
く
個
人
の
資
格
で
田
村
総
長
と
会
見
し
た
。

h
村
氏
は
そ

の
際
「
自
分
は
文
相
に
会
見
し
た
時
に
合
流
問
題
に
つ
い
て
は
文
相
に
一
任
す
る
と
答
え
た
。
然
る
に
文
相
か
ら
そ
の
後
何
苓
の
話
も
な

ぃ
．
故
に
安
方
か
ら
文
杓
を
動
か
し
て
話
を
す
す
め
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
結
果
文
相
か
ら
話
が
あ
れ
ば
そ
の
通
り
名
大
で
は
や
り
度
い

と
恩
う
」
と
答
え
た
。
そ
れ
で
文
相
と
会
凡
し
た
と
こ
ろ
、
文
相
は
「
愛
大
に
と
っ
て
は
合
流
も
ー
つ
の
方
法
で
あ
る
と
思
う
か
ら
貴
方

と
名
大
と
話
3^

っ
て
そ
の
結
果
を
行
っ
て
き
て
も
ら
い
た
い
、
そ
う
す
れ
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
希
望
通
り
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
」
と

答
え
た
。

尚
、
名
大
の
新
年
度
予
算
は
末
だ
決
定
し
て
居
ら
ず
、
一
学
年
の
分
だ
け
し
か
決
っ
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
、
ま
た

i
I

畜
i向
で
は
名
大
と
合
流
と
い
っ
た
場
合
に
も
変
人
の
学
生
だ
け
を
熊
試
験
で
全
貝
名
人
に
入
学
さ
せ
る
と
官
う
こ
と
は
央
現
困
醗
で
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
右
超

餃
期

七
九

16 
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八
〇

右
の
よ
う
な
経
過
で
こ
の
問
国
は
一
応
打
切
り
と
な
る
も
の
と
考
え
て
東
京
か
ら
帰
っ
た
対
面
咀
ぁ
る

8

帰
学
袋
田
村
氏
と
会
裟
し
た

と
こ
ろ
田
村
氏
は
大
変
采
気
で
あ
り
具
体
的
な
話
に
入
ら
ん
と
し
た
、
併
し
こ
の
間
廂
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
な
難
点
が
一
「
つ
あ
る
。

そ
の
中
で
地
元
と
の
了
解
の
問
届
は
何
と
か
妥
協
の
余
地
が
あ
る
が
、
他
の
二
っ
に
つ
い
て
は
非
常
に
困
鰈
で
あ
る
故
に
こ
れ
以
上
の
交

渉
は
名
大
か
ら
正
式
に
申
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
に
態
度
を
決
定
す
ぺ
き
も
の
と
考
え
話
を
切
っ
て
っ
て
f

一
方
名
大
で
も
結
局

—• 

新
年
度
の
予
算
が
通
ら
な
け
れ
ば
合
流
問
題
に
対
す
る
構
想
が
出
来
な
い
も
の
と
想
像
す
る
。
以
上
の
説
明
に
対
し
合
流
問
題
に
つ
い
て

・

1

、

可
否
の
意
見
の
開
陳
あ
り
。
先
づ
太
学
の

I
I
見
通
U
d,
っ！
き
小
必
井
教
授
よ
り
図
支
に
つ
い
て
説
明
が
あ

{
t
C
。
見
通
し
と
し
て
は

手
放
し
の
楽
観
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
絶
対
悲
観
的
と
も
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
財
政
の
見
通
し
を
基
礎
と
し

て
合
流
問
賭
に
対
す
る
可
否
の
意
見
の
開
陳
が
あ
り
、
合
流
反
対
の
意
見
は
初
め
は
圧
倒
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
で
反
対
を
決
珪
す
る

の
は
早
急
で
あ
り
、
条
件
の
如
何
、
又
は
学
校
の
将
来
等
を
考
慮
し
て
浜
室
に
決
定
す
ぺ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
次
第
に
有
力
と
な
り
結

局
次
回
に
改
め
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

名
占
屋
大
学
と
戸
沢
・
松
坂
•
四
ガ
ー
ニ
教
授
の
関
保
の
件
に
つ
き
七
月
＝
エ
＇
日
学
部
予
科
合
同
教
授
会
炉
阻
か
れ
た

8

昭
和
―
-
+
-
＝
年

七
月
二
十
九
日
中
京
新
間
に
「
名
大
法
経
学
部
教
授
の
一
部
内
定
」
と
い
う
見
出
し
で
、
「
今
秋
発
足
す
る
名
古
屋
綜
合
大
学
法

・

経
両

学
部
の
教
授
・
助
教
授
の
選
考
は
薙
航
を
き
わ
め
て
い
た
が
二
十
七
日
名
大
本
部
で
開
か
れ
た
第
十

一
回
創
設
委
員
会
で
法
門
、
経
五
、

文
六
計
十
五
請
座
の
う
ち
法
一
一
名
、
経
五
名
、
文
二
名
の
教
授
を
内
定

．
：
·
：
八
月
十
二
日
開
か
れ
る
創
設
委
員
会
で
正
式
に

決
定
さ
れ
る

・
・・
…

開
佼
は
十
月
中
旬
の
予
定
で
あ
る
。
侯
補
に
あ
げ
ら
れ
た
教
授
の
顔
ぷ
れ
は
次
の
通
り

△
法
経
学
部
（
法
）
一O

'沢
鉄
彦
・
松
坂
佐
一

（い
づ
れ
も
愛
大
）
当
分
兼
圧
、
担
当
科
日
は
未
定
、

策
：
・
・
・
・
（
教
授
の
頗
ぶ
れ
の
中
、
愛
大
関
係
の
み
記
栽
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

右
の
中
京
新
閏
の
記
事
に
関
し
当
日
の
合
同
教
授
会
で
戸
沢
教
授
は
次
の
如
く
述
ぺ
て
い
る

「
新
聞
紙
上
に
発
表
さ
れ
た
通
り
、
名
大
か
綜
合
大
学
に
な
る
に
付
き
科
に
と
に
四
方
氏
が
ゆ
き
廷
済
政
策

の
＃
当
と
曰
9

よ
う
に
・
当
確
か
に
さ
れ
た
が
、
負
の
に
い
て
る
．
き
も
の
が
に

r
·

さ
．

し
て
い
る
、
七
月
二
十
一
日
の
会
諾
で
は
未
だ
教
授
と
な
る
約
束
は
な
か
っ
た
、
に
し
て
あ
っ
た

r

て
る
佃

1
.

の
専
任
教
授
の
件
も
あ
り
猪
と
は
か
っ
て
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
力
。
之
に
対
し
―
-
、
-
＿一の
質
間

が
出
さ
れ
た
が
戸
沢
敬
授
は
合
同0名
大
と
）
の
件
も
考
え
た
が
こ
れ
は
不d
能
だ
か
ら
、
名
大
の
こ
と
も
考
え
て
後
に
を
利
用

（
人
事
の
交
流
）
し
て
愛
大
の
財
政
的
に
苦
し
い
点
を
少
し
で
も
カ
パ
ア
ー
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
と
の
見
解
を
示
さ
れ

吋
教
授
会
と
し
て
は
一i一
氏
の
主
体
性
を
あ
く
ま
で
愛
大
に
置
く
こ
と
を
要
請
し
た
。
小
岩
井
教
授
は
一
二
氏
と
名
古
展
大
学
と
の
関

係
に
つ
い
て
「
三
氏
が
名
大
に
協
力
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
文
系
で
は
協
力
で
あ
る
と
同
時
に
競
で
あ
る
と

•
,
9

し
い

争
で
あ
る
か
ら
、
愛
大
の
学
柑
文
化
を
向
上
し
特
色
を
つ
く
り
そ
し
て
こ
の
化
を
『
さ
た
し
と
え
る
、
だ
か
ら

薗
に
犠
牲
も
生
ず
る
が
大
t
i
か
ら
日
本
の
学
術
抵
興
の
た
めg
名
大
に
行
か
れi
I
t
l

が
、ー

愛
大
と
し
て
は
院
争

を
以
っ
て
こ
の
マ
イ
ナ
ス
を
補
う
ぺ
き
で
あ
る
」
と
発
言
が
あ
っ
た
。
愛
知
大
学
が
新
制
大
学
に
切
替
の
場
合
専
任
教
授
と
し
て
関

一

宮
が
あ
り
名
大
の
態
度
に
は
文
害
を
以
っ
て
遺
距
の
意
を
表
す
ぺ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
十
一
月
五
日
に
戸
沢

教
授
が
学
監
を
辞
任
し
小
岩
井
教
授
が
学
監
に
潟
任
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
四
年
四
月
十
八
日
に
は
四
方
教
授
が
予
科
長
を
辞
任
し
、

小
岩
井
駿
授
が
学
監
兼
予
科
長
に
選
任
さ
れ
た
。

名
古
屋
大
学
総
長
田
村
春
治
氏
に
対
す
る
抗
議
文

泣
啓
新
緑
の
保
責
大
学
愈
々
御
降8
の
段
大
供
に
存
じ
ま
す
゜

第
二
寧
建

活
期

A 

（
経
）
四
方
博
（
愛
大
）
1
1
経
済
政

17 
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期

八 八
＝

さ
て
最
近
承
知
い
た
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
大
学
教
授
一
戸
沢

・
松
坂
•

四
方
三
氏
先
般
貴
大
学
教
校
と
し
て
任
官
発
令
に
柑

成
り
ま
し
た
由
、
こ
れ
は
い
か
な
る
次
第
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
°
新
制
大
学
に
と
っ
て
所
謂
専
任
教
授
な
る
も
の
が
、
そ
の
設
立
の

み
な
ら
ず
維
持
運
営
の
た
め
い
か
に
直
要
な
窓
味
を
も
つ
か
は
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
従
来
貴
大
学
と
本
大
学
と
の
間
の
折

衝
の
経
過
に
か
ん
が
み
、
本
学
に
御
断
り
な
く
突
如
今
回
の
御
計
い
を
な
さ
れ
た
の
は
本
学
と
し
て
諒
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
失
礼
で
は
あ
り
ま
す
が
お
た
ず
ね
申
上
げ
、
卑
見
を
啓
発
し
て
い
た
だ
き
た
く
考
え
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
敬
具

五
月
日

名
古
屋
大
学
総
長
田
村
呑
治
殿

こ
の
抗
森
文
に
対
し
田
村
総
長
か
ら
は
返
信
を
う
け
と
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
結
局
昭
和
二
十
四
年
六
月
一

□

付
で
戸
沢
•

四

方
・
松
坂
の
三
教
授
は
愛
知
大
学
の
群
任
教
授
を
辞
し
兼
任
教
授
と
な
っ
た
。

昭
和
「
ー
ニ
年
十
一
月
十
五
日
、
創
立
一
同
年
記
念
式
兵
は
愛
知
大
学
の
歴
史
の
一
頁
を
飾
る
も
の
と
し
て
正
に
意
菱
あ
る
祝
典
で
あ

っ
た
。

こ
の
式
兵
が
行
わ
れ
た
謂
竺
は
迎
動
場
の
束
闘
に
あ
り
、
講
堂
に
通
ず
る
二
百
メ
ー
ト
ル

．ほ
ど
の
道
の
両
閥
は
枯
草
に
お
お
わ
れ
、
か

っ
て
は
箪
靴
の
音
高
く
唱
り
苔
い
て
い
た
運
動
場
に
は
、
時
に
は
ニ
メ
ー
ト
ル
近
い
育
大
将
や
野
兎
が
出
没
す
る
こ
と
も
珍
ら
し
い
こ
と

で
は
な
か
っ
た
、

当
時
の
記
録
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

十
一
月
十
―-
l
l謂
土
に
学
生
生
徒
を
召
集
し
、
正
式
に
記
念
祭
行
事
に
つ
き
学
校
贋
の
発
表
を
な
し
、
あ
わ
せ
て
槽
内
清
掃
の
た
め
の
奉
仕
を
依

殷
し
、
次
の
：
う
た
区
処
分
担
が
行
な
わ
ー
た
、
本
学
楕
内
を
十
八
区
に
別
け
一
区
平
均
五
人
、
二

A

間
の
労
慟
を
も
っ
て
一
切
の
整
備
を
終
る
こ

と
°
集
合
し
た
学
生
＾
徒
は
学
祁・
予
科
生
を
合
わ
せ
て
百
拾
名
、
細
迫
講
帥
よ
り
行
事
進
行
次
第
の
説
明
が
あ
り
、
本
行
事
に
学
生
の
協
力
を
求

め
て
次
の
よ
う
な
訓
示
を
行
っ
た
。

こ
こ
に
集
合
し
た
店
訂
は
少
数
で
は
あ
る
が
、
真
に
愛
校
精
神
に
撚
え
て
い
る
栢
震
で
あ
る
、
本
行
亭
に
参
加
し
、
且
つ
そ
の
準
媚
の
た
め
学

校
当
局
に
協
力
し
て
欲
し
い0
諸
君
一
人
一
人
の
隠
れ
た
努
力
が
本
学
の
伝
統
を
後
日
に
残
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
私
は
昨
夜
も
或
る
生
徒
と
語
っ

た
3

そ
の
生
徒
は
予
科
位
章
の
図
案
の
工
夫
に
何
日
閲
ど
れ
だ
け
苦
心
し
た
か
解
ら
な
い
と
自
ら
述
懐
し
て
い
た
。
諸
君
は
青
春
の
一
時
を
自
分
が

本
学
の
土
＾
＂
と
な
る
と
の
心
得
を
も
っ
て
不
行
學
に
参
加
し
学
内
整
何
に
も
協
力
し
て
ほ
し
い
゜

式
編
保
は
式
場
の
尊
傭
の
た
め
次
の
よ
9

な
手
配
を
行
っ
た
。
什
器
備
品
等
何
も
持
た
な
い
大
学
と
し
て
は
す
ぺ
て
を
僧
用
品
に
顛
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

一
、
大
謬
堂
に
か
け
る
紅
白
幕t
小
池
神
社
よ
り
惜
用
。

二
、
緻
十
カ
ー
テ
ン
を
豊
櫨
市
東
部
第
一
中
学
校
よ
り
借
用
。

三
、
豊
膚
市
よ
り
花
瓶
1
償
、
ナ
ー
・
フ
ル
彎
一
＿
枚
僧
用
。

四
、
来
賓
用
の
上
守
ス
プ
リ
ン
グ
伯
千
十
二
鯛
は
十
五

B

式
当
日
早
馴
、
財
務
局
豊
檜
出
汲
所
（
大
学
副
門
前
）
か
ら
信
用
。

貶
待
保
·

案
内
保
・
式
揚
保
汁
―
―
-
+
―
―
名
の
応
援
を
学
生

•

生
徒
憫
に
求
め
る
。

式
場
は
各
教
室
か
ら
持
ち
出
し
た
約
一
古Iの
長
腰
掛
を
除
い
て
は
、
す
ぺ
て
上
述
の
如
く
豊
橋
市
の
各
方
而
か
ら
の
借
用
品
に
よ
っ

て
、
一
応
式
湯
ら
し
い
体
裁
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
二
＃
建
設

-
O
、
創
立
一
周
年
記
念
式
典

愛
知
大
学
総
長
林

毅

紐

18 
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量云

新制大学 最終決定は二月中旬
本月下旬に発表 ①

本学新制大学設立認可の
審脊は一月八日午前十時よ
り新制大学設置委員会第七
委員大泉 （上智大学副総
長）野口 （東大工学部教授）
高垣 （紅陵大学学長）本多
（京大総長代理）の四氏によ
り行われたn

四

愛 第1号
昭和23年9且1迂双水L

新制大学の構想成る一國際人士の養成陶冶 （とうや）を念願

明年度から実施される四年制新制大学案について本学でも慎
重審議を重ねた結果、このほど具体案も完成したが、戦後のあ
らゆる悪条件の中から引揚げ者を主体とする教授と学生が一体
となつて國際紳士の要請、世界知識の普及 、 地方文化の向上
の大目的の下に設立された趣旨に徹し特に新しいセンスをもつ
た新鮮な学風を樹立し、自学自習を本位として進むべく独自の
構想を以て立案されている。 内容において法学部 （法律学科·政
治学科）経済学部 （経済学科） 文学部 （社会学科·文学科） の三
学部を揃え文科大学としての面目を十分整えている。 なおこの
具体案は大学設置委員会にかけられるが設立三年にして早くも
三学部を設置することとなったことは輝かしい事実といわなけれ
はならない。

第5号
昭和~4年祖祖i土）

新制大学 最終決定は二月中旬本月下旬に発表 ②

午前中は書類の審査、午後は学内施設を実地検証して三時
過ぎ終了したが審査員は創立なお日浅きにもかかわらず充実し
た施設、講座をもつていることと軍施設の最上の利用法に感嘆
しつつ審査を進めた。
最終決定は二月中旬以後新制大学設立基準協会で決められ
るが発表は少しおくれて二月下旬になるものと予想されており 、
決定され次第直ちに募集要項を発表、入学試験は三月下旬な
いし四月上旬行われるはずで授業開始は四月下旬となるもよう
である。
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第5号
呟2憮祖担ば

哭己匹.. .ｷ, . が~--- ' . . 

lilllli! 』Ii I~- 島：ヽ：苔虐層~~ 日登
i 由〗ふ悶~.. >: を'°'~ 命魯罰日且 の且 g 註五

ぃ忍？ i 式

窟~ '!: 翌閃も
ヽ=~g 嬰 ii i~ を胃ど菟 K 翌 新

ｧ 炉 、翌悶 a I~~··i I~ 魯§ 危 tifH し
そ・ぇ息 Iii :a ほ IN~ 委 ＄爵 ~Iii: a I~ 円忍学き

I tlｷI i I I~ 閉 f 使
ベを；云、,. ii.~ ょ g い ~1~;111~!!1! 危~ ~ 

|創三叫芦如叫叫』
性も自他共に許すようになった。新制大学設置の査定も終り、審査
員も創立間もない学苑のかくも発展した姿に驚嘆したに違いない。
学苑は物的施設に人間が単に集つているのではなくして、すべて
の物的、人的の構成要素が有機的に結びっき、一体として動いてい
るものである。

【論説】
新しき学苑に望む

① 

'23 

笙

第5号
吼和4荏2且5 日（土i

em、 町．りが!:-!nm:置

博統の下に集い、それをより発展進歩せしめる為の大同圏結が必
要であり、自治会活動も徒に授業料値下げ運動を主務とするのみで
あつてはならぬ。数え年、四歳となったわが学苑にも新制大学なる
弟を迎えんとし、自由に自分の意思通りに行動する肉体と精神を克
ち得たのであるn

（略）

新制大学の構想が種々練られているが、空想は空想、理想は理想
として処理し堅実なる地盤の上に立つものを計画し、現実的なものを
要求せねばならぬn ロ一マは一日にしてならず、学閥を誇る諸大学の
運営方法に対し、羨望し模倣する必要は全くない。この学閥に関して
われわれは一考を要すべきである。

第5号
昭和“苓祖祖4エj

【論説】新しき学苑に望む ②

陸軍学校として建設された本学校舎がそのまま利用されてい
るので不足な点 、 無用な個所も多々見受けられるが、われわれ
は学校施設を全面的に利用し且又改良しなければならぬ。

（略）
大学としての施設が満足とは言えないまでもて應翌備せる現
今においては、将来に対して永年に続＜偉統をっちュてなくては
ならない。 然しそれは外部より強制されたものであつてはならな
い。 あくまでも自己の内よりもり上ったものであるべきだ。
（略）
引揚学徒、軍学徒の救済設備より発展し、進んで國政·文化の
基底と根幹とになるべき人士を陶治し、地方文化隆盛に資する
事に尚一段と積極的努力を要する。 1専統もそれに必要なる精神
氣風を涵（かん）養すべきものでなければならぬ。

~ 団'MAm'fflll

愛 第5号
昭和2-4年祖5日はユ

【論説】新しき学苑に望む ④

創立二周年式典の時、長谷川如是閑（にょぜかん）氏は大学の地
方分散を強調し、豊橋は愛知大学とともに発展すべき事を述べ、また
大竹豊橋市長も豊橋の文化向上の指針たるべきとを本学に要望され

~) 

更に新制大学の成立認可も二月下旬にならぬと判然たる事はいい
得ないが、前涼有望なるものがある。

（略）

われわれの周囲に未だ残存している封建的圧迫を排除し、また絶
望的デカダン的生活を払拭して直に建設的なるものへの発展が必要
である。 われわれは眠れる友をゆり起し、本学の興降、文化國日本
の再建にまい進せねばならない。

l:!:'."l!:11!'l閲i·ば’と温閲置-_, . 
ヽ• 一 ~ ー・一 • 一「
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【論説】
新制大学の発足に当つて

小岩井浮 ①

わが愛大の新制大学設
立は、幸に内外の理解あ
る支援と協力とによつて
円滑に進捗し、愈々 （いよ
いよ）この四月から法経、
文の両学部をもつて発足
することになった。

~ 

【論説】 新制大学の発足に当つて 小岩井滓 ③

第6号
昭租2.4.年U拉O.Eit日 i

—置ロ

第6号
昭和24.年3112<lB.lBl

新制大学の設立を図らねばならなくなり、しかもこの際従来の法経
学部の輯換（てんくわん） の外に文学部の新設をも遂行しようとした
のであるから、そのための犠牲と努力とは必ずしも少なくなかったp
だがいわば第二の創立とでもいうべきものも無事なしとげて愛大は
今や新制大学として確実に発足することになったのである。
まずこの四月は新入生を迎えて新制大学の一学年を開設するn そ
して今後四年間において全学年を完成するp ー方この四年間に予科
三年生を援軍として平行的に存続する旧制大学は、口出し式にその
機能を閉じて解消してゆく。 つまり新制大学えの韓換と一應の完成と
はこの四月から始めて四年間に□口的にすすめられることになるの
である。
（略）

第6号
昭和24-荏3且2Q日ほ註

【論説】 新制大学の発足に当つて 小岩井浮 ②

わが愛大の新制大学設立は、幸に内外の理解ある支援と協力とに
よって円滑に進捗し、愈々この四月から法経、文の両学部吝もつて
発足することになったp
終戦後始めて愛大が倉IJ!~され一てからまだ三年に満たない、その当
時はもち論新制大学といっンスTムもなかったn それはとにかく愛本
の創立は日本教育史上甚だ稀有の現象であったn というのは予科一
年から三年まで同じく学部一年から三年までの両学年が一挙に開設
たので だからして一旧 I としての多熊は戸 から一、

整備されたいということができるn
（略）

e28 

第6号
昭租24.年3}.!20.日（日l

【論説】 新制大学の発足に当つて 小岩井浄 ④

法経学部は一層充実されて、法学、経済学の両学部に分離独立す
るであろう、文学部も内容を充実し多くの学科に分化するであろう。 の
みならず懸案たる農学部の新設もできるだけ近い時日に実現されな
ければならない。
但
大学は成長する樹木のようなものである。 もつとも樹木の成長はや
がて停止する時期もあろう。 だが大学の成長、 口学の建設は日日に
限りなくすすめられねばならない。

I c:: とえば全体としてその目標がひろい教育をもつ倍れた社会人の
養成という点にあること。 こういう目標のもとに大学の課程において
人文、社会、自然三系列にわたる教養学科が相当の比重をもつて課
せられねばならないn

一
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昭租24.年a且2<lB.(日）

【論説】 新制大学の発足に当つて 小岩井浮 ⑤

ー方画ー的教育を排する意味で学年制にかわる講座制の採用、ま
た選択性が廣汎に用いられること。 一体に学生に対しては自主的な
学習態度が要求される。教授はこのような態度を指導しなければなら
ない。 等々多くの問題があるが、このような新制大学の新しき意図ま
-I 想函：か Iｷt--t-いこゞ p L I ,....., 

内容における重要なポイントである。
それとともにわれわれは我が愛知大学の内容的充実のために特に
次の二つのことを考えたい。その一つはわれわれの大学の特色とい
うものを大きく発揮するということであるn

第6号

【論説】 新制大学の発足に当つて 小岩井浮 ⑧

一体に新制においては旧制に比して「教育Jという面が多くとり入れら
れていることが見られる。 それはそれでいい。 しかし大学の直義はや
はりどこまでも学術の研究の場たることでなければならないであろうn
新制大学は旧制に比して学生の学力が低下しはせぬかということが
一般にいわれるが、こういうことは日本の将来のために絶対にあらし
めてはならない。 併しそのためには大学が口に学問の府となり、高い
l~ めが1 て..... ,.-如のために‘准 のでつてムめてロムヒ

となるであろうn 幸い愛大の教授陣については内外に対し自信をもつ
ていいものがある。

四

愛 第6号
昭和2坪3月2QB.ばU

【論説】 新制大学の発足に当つて 小岩井淫 ⑥

一口に新制大学のあり方と□□口□口□口の大学がその口口を発
揮し特長を伸ばすということがのぞまれるのであるが、特にこの点は
一定の基準に縛られやすい國立大学に比して私学において最も可
能性があり、否私学の存在理由こそ実にそこにありということができ
る
他のもうーつの点は、愛大の学問的水準を非常に高いものに伸ばし
てゆかなければならないということである。新制大学の基準によれば
大学は「最高の教育機関 lであるとともにまた「学術文化の研究機
関 Iとされているn

第6号
昭租24.荏a月ZCiaぽU

【論説】 新制大学の発足に当つて 小岩井浮 ⑨

われわれは愛知大学の学術的水準をいよいよ高くしここに自ら独
自の学風を建設するとこまですすまねばならないA この秋わが愛知
大學は演の意味で大学として建設されたということができるであろう。
学術の研究のためには研究の自由が高□され保証されればならな
い。 学術研究の自由、学風の自らなる形成、等々をいうことは、併し、
大学が一定のイデオロギーに偏執することではもち論絶対にない。
世間というものはともすればカンタンに誤解し、浅薄に批評するもの
であつて、 愛大の高い意図に時々陰影をなげないではないが、われ
われはひたすら謙虚にしかもたくましく大学の成長と充実とをめがけ
て一歩一歩堅実な歩みをつづけたいと思う。

（筆者は本学学監）

11:J• ,lf"l, 温，置
; .. ,. ••m .. 一，..
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中部日本新聞 昭和 24 年 3 月 23 日
【社説】大学法案をめぐる論議

大学法案は四月国会上程の予定と倍えられているがこれに対する反対連動も強い。アメ リカのボ

ード・オブ・トラステイーにならった大学基準協会の 「埋事会案」 に対しては、 昨年五月の国寸大学
教授迪合総会がいち早く反対し、 六月学生の「教肖復興運動」にも授業料値上げ反対とからんでと．
り上げられた。その後十月に文部省の「国立大学法試案」が提示されてから問類はロロ化し、国立大

字こコ案、教育刷新二こ二口、東大案、名大案、日教組案、 D口案、コロロコ0こなどが出て、活発

な論魂が展開されるにいたつた。は近では学生が大学法案反対のストライキを起した学校もあり、

大都市では教授や学生、 職呉が街~頭に進出して反対の氣勢を上げているとごろもある。

問顆がこのように紛叫したこと（こは文部当局の非民主的な問顆の取扱方にも責任があるであろ

う。さきに 「教育復興運動」で字生が埋事会案反対を叫んだときには、 文部当局は口0をにごして

法案の取扱い（こついてアイマイな態度をとった。その後厖く世論にはかることもなく当局案を作成
して、 たちまち反対論の続出に当面するというよラな不手際ぶりである。相変らずの官僚的な77

主義による立案が反対論を擁誕するのは当然である。こういう l Iのなかにあつて、 大学法案をめ

ぐつて活発に論議が展開されていることは「ゾウゲの塔」に眠つているかと思われた大学がエネ）レ
ギーの新しいはけ口をたまたまここに見出したものともいえる。大学法案に官僚的不合理が見出さ

れ、それに対する反発だとすれば、それは舜埋探究の精神にも通ずるものであろう。 その意味では

大学もまた政治との対決や社会との直結を余儀なくされている。法案をめぐる批判と論争の過程に
新しい大学の在り方が形成されつつあるともいえよう。
しかし大学側の反対迫動にも反省すぺき点が少くないロいまのところ当忌案や類似案反対の点で

はほぼ一致しているようであるが， ごご的な代案になると必ずしも各校あるいは校内においてさえ
一致していないようだ。反対論の中には相変らず「宮立帝国大学」の特権を温存しようとする無反
省なエゴイズムもないとはいえない。 「進歩的」をもつて自任するものもこうした学内の自己批判

を忘れて、古い独香的なセクショナリズムに同調しているきらいもないことはない。幾つかの法案
は反対連動の中に統ーされて、その過程において古い大学のからをぬぎすててゆくというのでなけ

れば、 ごの反対運動も進歩的な意味を持ちえない。またようやく形ばかりの発足をしようとする多

くの新制大学の貧弱な現状から浮さ上がつた理想論であってもならない。その点ではむしろ公私立
大学や民間有識者の批判的忘見にきくべきものが多い。

論点の一つになつている J教育と職業教育を分離すべきでないという反対論の主張は、民閣研

究機関の少い日本の現状では当然であろう。たしかに研究の自由を失った大学には健全な発達は保

陪されない。六・三制の基底さえ確立していない現実においては、 研究と教育との相関関係はとく
に必要である。もう一つの論点となつている菅理機関については、大学の自治は大字人にのみよら

なければならぬというような反対論はアカデミーの独吾ではなかろうか。現に反対運動への協力を
世論に求めているよラに新しい「国民の大学」を守り育てるものは社会大衆である。納税の負担者

である市民の代表が管理委員会に加ゎるのは民主社会の要請であり、 教育委員会もそうした要請に
もとずいて発足した。ポスに支配されるような大学なら実は社会から遊離した存在であるといわな
ければならぬだろう。もちろん大学教授を不当な支配から解放して研究と教育（こ専念させるための
身分保阪の措置は必要であるが保証の最大の力は .I極において民主的に啓発された社会大衆にあろ
う。

国立大学自体が経常難や教授陣容の弱体をおおいえないごとく、 新制大学は困難な自立経済への
過程においてr務教合の未発達のうえに実現されようとしている。大学の自治と自由もごうした社

会の現実から離れてDC的（こ与えられるものではない．むしろ貧しくとも新鮮な社会の風を入れて
こそ古い大学のカビもぬぐい去られるだろう。そうした新しい大学はもつと社会から関心をもつて

コられるにちがいない。
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中部日本新聞 昭和 24 年 4 月 20 日
【社説】新しい大学の出発に当つて

今年から沢山の大学が新しく全国の各地に生礼ちかくそのスタートが切られようとしている。

このときに当つて、 これまでのわが国の大学が全く知育偏菫であったとの弊害をとり除き、 これか

らの日本が本当に必要とする人物を育て上げる必要を癌感する。これ1まただに今日の困難な家計の

なかから大学教育をうけよラとする学生とその家族だけの問題ではないのであって窮乏した「の
経済のうちから多くの大学生を送りだそうとする日本国民のすぺての関心心事でなければならない。
今日までのわが国の大学は学生に専門教育を授けるとごろであった。学生は数百人も入れる大き

な教室で教授の講義をノートし、学年末ごとにそのノートを暗記して試験をうけ、一定の単位をと

るとそれで学士として社会に送りだされていたのが実情であった。もつとも理科系統の大学と文科

系統の演密などには例外はあったとしても、その多くの場合において大学は教授の研究結果をほと
んど一方的に学牛に講義だけであって、教授と学牛の間に何らの人間的なつながりもなく、 いわん

や学生の人間としての人格完成のごときはほとんど罷みられなかった。こういうドイツ式教育の亡
はわが国の大学において造撼なく7i-: され、学生は全体主義仕会に卒仕すべき一部分として害門的

知識がこ求されたにすぎなかつた。
とごろが民主主義社会にあつては学生は全体のための手段であつてはならず、 むしろ学生自体が

一つの目的でなければならない， 新しい大学においては個々の人格を完成し、自由なとらわれない

立場で廣く世界をみることのできる社会の宣要な要索としての索質をつくることに空点がおかれな
りればならない．個々の学生をそれぞれ一人の人間として発展させる教育に力が注がれるべきであ
る。それにはどうすればよいか。米国の教育使節岡の勧告に基いた六 9 三 ・ 三 • 四制の形式をのみ

まねることなく、その内容を学びとることが大切である。
米国の大学は巌初オックスフォード、ケンプリッジなど英国風の楼倣にはじまり ． つぎにハイデ

ルベルヒ、ベルリン大学の学風に影響された。はじめは教授は学生とともに生活したが、その後教
授は知育に重きをおくようになった。しかし米国の州が西にのびるに従つて米国独自の大学教酋が

生れてここ廿五、六年の間にその歴史がつくられた。それは一言にしていえば大学にはティーチン

グとリヴィングの二つがあるということが認識されて、大学の教授は教室以外の学生の指導を、員
剣に、 しかも科学的にとりあげるよラになった。今日米国の学生が大学に入ると、 上級生が大学の

中を案内していろいろな人に紹介する。学生の指導を受けもつ教授が学生の相談相手となつてくれ

る．入字した字生が将来何の揺業に適しているか、健康はどうか、これと知育との関係は果たして
現状のままでよいかなど学生の大学生活のすべてにわたる綿芭な調査が一つの組慌のなかで累積さ

れてゆく。そしてこれが指迎にあたる教授も、教室における講義と同じ玉要性をこれにおいて決し
てその仕事を避けるようなことはしない。これは大学を社会の一断面とみて、ここの知育と生活と

が社会にでてすぐ活用されることを目的としたものであ歪

これまでのわが国の大学卒業生のなかには、た忠異然と大学に入り、自分の性向と能力に全くふ
さわしくない職業に漫然として人つたものがなかつたであろうか。これから新しく生れよラとする
わが国の大学にはこラしたことのないように、学生の人字生活の指導がぜひとも必要である。その
ためには学生部といったようなものを設けることもよい。ただこの場合戦前にみられたようなnn
[l導のみをめざした学生課的なものであってはならない。 それと同時にいかに民主的な大学生活と

いっても、 宇交側だけが最後的決定権限をもつことがらと、 教授と学生が協議すること、学生だけ

で決定するこの区別をはつさり定めておくこともあわUてあらかじめ考唸さるべさであろう、9
経済的に貧困な現在のわが国の実膚からすれば新しくできた大学の数は確かに多すぎる。しかし

それだけにこの困難のなかからでてくる大学の卒業生に一人のムダもあってはならない．英国では

その国土と経済力の上から大学をいくつつくるべきか、文科と埋科の相関的な比率をどうすべさか

などに科学的検討が加えられているが、これをわが国でも研究する一方、生れでた新しい大学をど

のように育てるかを先ず当面の課題としなければならない＂
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2017 年 10 月 12 日 中日新聞

（第3秤邸便物認可）
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